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毎
年
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
は
、
風
水
害
が
非
常
に
多
い
時

期
で
す
。
特
に
台
風
襲
来
の
時
な
ど
に
は
、
被
災
し
た
状
況

を
テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど
の
報
道
で
目
に
し
ま
す
。
避
け
る
こ

と
の
で
き
な
い
自
然
の
猛
威
で
す
が
、
被
害
を
最
小
限
に
抑

え
る
た
め
に
も
、
日
頃
か
ら
し
っ
か
り
と
防
災
対
策
を
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

　
防
災
対
策
に
つ
い
て
は
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
雑
誌
の
特
集

な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の
で
取
り
上
げ
ら
れ
、
皆
さ
ん
も
幾

度
と
な
く
目
に
し
た
こ
と
が
あ
る
か
と
は
思
い
ま
す
が
、
吉

野
川
市
で
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
防
災
に
役
立
つ
情
報
を
掲
載

し
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
そ
の
内
容
の
一
部
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
の
で
、

ご
家
庭
な
ど
で
の
防
災
対
策
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、
そ
の
他
に
も
い
ろ
い
ろ

な
情
報
を
入
手
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

に
備
え
よ
う
！！

に
備
え
よ
う
！！

万
が
一
を
考
え
て

吉野川市まずは、 から検索

吉野川市ホームページのトップ
ページから「吉野川市防災情報」
をクリック（②へ）空メールを送信すると自動的に登録

され、気象情報や災害状況などの
メールが届くようになります。

吉野川市全体、もしくは
地区ごとの防災マップを
ダウンロードできます。

吉野川市の防災マップ
をダウンロードできま
す。（③へ）

吉野川市内の河川監視
カメラで、出水状況を
確認できます。（④へ）

メール登録すると、災害情
報などの情報をメールで取
得できます。（⑤へ）

市内８つの河川に、常時確認できる監視カメラ
を設置していますので、出水時などにはその
状況をリアルタイムで確認できます。

国や県からの情報や、
気象情報などを得るこ
とができます。

②
へ

③
へ

⑤
へ

④
へ

※今回掲載 した内容のうち、一部につ
いては冊子 などでお渡しできるものが
あります。 詳しくは防災対策課（東館
２階）まで お問い合わせください。

2
2013年（平成25年）8月14日

広報よしのがわ
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が
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を
考
え
て

吉野川市まずは、 から検索

吉野川市ホームページのトップ
ページから「吉野川市防災情報」
をクリック（②へ）空メールを送信すると自動的に登録

され、気象情報や災害状況などの
メールが届くようになります。

吉野川市全体、もしくは
地区ごとの防災マップを
ダウンロードできます。

吉野川市の防災マップ
をダウンロードできま
す。（③へ）

吉野川市内の河川監視
カメラで、出水状況を
確認できます。（④へ）

メール登録すると、災害情
報などの情報をメールで取
得できます。（⑤へ）

市内８つの河川に、常時確認できる監視カメラ
を設置していますので、出水時などにはその
状況をリアルタイムで確認できます。

国や県からの情報や、
気象情報などを得るこ
とができます。

②
へ

③
へ

⑤
へ

④
へ

※今回掲載 した内容のうち、一部につ
いては冊子 などでお渡しできるものが
あります。 詳しくは防災対策課（東館
２階）まで お問い合わせください。

●問い合わせ　市防災対策課　☎22-2235
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指揮／工藤俊幸
山形県生まれ。国立音楽大
学音楽学部作曲学科卒業。
桐朋学園大学音楽学部オー
ケストラ研究科指導専攻修
了。全国各地のプロオーケ
ストラを指揮する傍ら、合
唱指揮者としてもＮＨＫ交

響楽団定期講演会で二期会合唱団の合唱指揮を務
め高い評価を得た。国立音楽大学、桐朋学園大学
で後進の指導にもあたっている。

ヴァイオリン独奏／
高木和弘
大阪生まれ。リヨン高等音
楽院、南メソディスト大
学、シカゴ・ルーズベルト
大学に学ぶ。2005年度文化
庁芸術祭新人賞など多数の
受賞歴を誇る。リリス・

チェンバー・オーケストラのリーダーとして活動
を展開中である。

［出演者］

とくしま国民文化祭記念管弦楽団
（通称：とくしま記念オーケストラ）
国民文化祭の開催を契機に、世界的に有名な指揮
者である秋山和慶氏を音楽監督に迎え、徳島に共
感を持つプロの音楽家が本県に集うオーケストラ
として設立。県内各地での演奏活動・指導を通し
て芸術の裾野を拡げ地域の活性化を図る。

よしのがわフラウエンコール
美しい歌声と心のハーモニーを通して吉野川市民
として絆を深めることをめざし、吉野川市内の３
つの女声合唱団が合同合唱団として結成。その歌
声は優美さとスケールの大きさを併せ持つとの定
評がある。

Vivaceみやび
鴨島第一中学校合唱部をかつて全国大会に導いた
河口雅子先生のもとに、合唱部卒業生が集まり結
成される。主にアカペラ曲を練習し、公民館祭や
吉野川音楽祭など、地域の発表会に積極的に参加
して合唱の楽しさを発信している。

ヴィヴァーチェ

プロのオーケストラによる
クラッシックコンサート・
ヴァイオリンの独奏
地元合唱団との共演

【プログラム】

モーツァルト／歌劇「魔笛」序曲
メンデルスゾーン／ヴァイオリン協奏曲　ホ短調作品64
ベートーヴェン／交響曲第５番「運命」
モーツァルト／アヴェ・ヴェルム・コルプス
八木澤教司／あすという日が

［日時・開催場所］

平成25年9/8［日］
午後１時開場  午後１時30分開演
鴨島公民館
［入場料］ 全席自由
一般 2,000円　小・中・高校生 1,000円
（当日各500円増）

［チケット販売先］
宮脇書店鴨島店・山本書店・小山助学館・黒崎楽器・市鴨島公民館
市文化研修センター・市アメニティセンター・市生涯学習課

［日時・開催場所］

平成25年9/8［日］
午後１時開場  午後１時30分開演
鴨島公民館
［入場料］ 全席自由
一般 2,000円　小・中・高校生 1,000円
（当日各500円増）

［チケット販売先］
宮脇書店鴨島店・山本書店・小山助学館・黒崎楽器・市鴨島公民館
市文化研修センター・市アメニティセンター・市生涯学習課
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［日時・開催場所］

平成25年9/8［日］
午後１時開場  午後１時30分開演
鴨島公民館
［入場料］ 全席自由
一般 2,000円　小・中・高校生 1,000円
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●問い合わせ　市生涯学習課　☎22-2271
　　　　　　市鴨島公民館　☎24-5111
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下水道への接続にご協力ください！

①
下
水
道
に
接
続
す
る
際
の
工

事
費
は
負
担
と
な
り
ま
し
た

が
、
接
続
し
て
か
ら
は
浄
化
槽

の
点
検
や
維
持
管
理
の
手
間
が

省
け
、
喜
ん
で
い
ま
す
。

　

下
水
道
に
接
続
し
て
か
ら
の

目
に
見
え
る
効
果
と
し
て
は
、

周
辺
の
側
溝
の
汚
れ
が
少
な
く

な
っ
て
快
適
に
な
り
ま
し
た
。

も
っ
と
大
勢
の
人
が
接
続
す
る

と
、
な
お
側
溝
や
川
が
き
れ
い

①
以
前
は
単
独
浄
化
槽
で
、
天

候
に
よ
っ
て
浄
化
槽
周
辺
で
臭

い
が
し
て
い
ま
し
た
の
で
、
近

所
に
も
迷
惑
を
か
け
て
い
る
の

で
は
と
心
苦
し
か
っ
た
の
で
す

が
、
そ
の
こ
と
も
解
消
で
き
、

と
て
も
快
適
な
気
分
で
過
ご
せ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
蚊
が
た
く
さ
ん
発
生

し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
も
ほ

と
ん
ど
無
く
な
り
ま
し
た
。

①
下
水
道
へ
の
接
続
工
事
費
用

は
大
き
な
負
担
と
な
り
ま
し
た

が
、
供
用
開
始
後
す
ぐ
に
接
続

し
た
の
で
、
市
か
ら
早
期
接
続

の
奨
励
金
５
万
円
を
受
給
す
る

こ
と
が
で
き
、
比
較
的
割
安
で

接
続
で
き
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。
浄
化
槽
が
な
く
な
っ
て
車

が
止
め
や
す
く
な
り
、
庭
が

す
っ
き
り
し
ま
し
た
。
下
水
道

に
接
続
し
て
か
ら
は
臭
い
も
な

～公共下水道の供用開始区域内に建物を所有されている方へ～

☆９月10日は『下水道の日』です☆

　公共工事として道路などに下水道管が埋設され、戸別に「公共ます」の設置が完了すると、下水道の
供用開始が公示されます。ここからは民間工事として、ご家庭や事業所の便所、台所、風呂場などから
の汚水を「公共ます」につなぎ込み（接続）ができますので、遅滞なく接続をお願いします。

　平成25年度から下水道への早期接続を促進するため、供用開始日から２年以内に排水設備工事を完了
した早期接続者に対し奨励金を増額しています。くみ取り便所を水洗便所に改造し、またはし尿浄化槽
を廃止して下水道に接続される方で、一定の要件を満たした方に支給されますので、詳しくは下水道課
（東館１階）へお問い合わせください。

吉野川市水洗便所等改造奨励金を増額しています

☆
吉
野
川
市
で
、
下
水
道
に
接
続
し
た
方
々
に
お
話
を
伺
っ
て
き
ま
し
た
！

質
問
内
容
：
①
下
水
道
に
接
続
し
て
の
ご
感
想
　②
今
後
、
多
く
の
方
に
下
水
道
を
接
続
し
ご
利
用
い
た
だ
く
た
め

　
　
　
　
　に
は
、
市
と
し
て
何
が
必
要
か
？
　③
下
水
道
の
接
続
を
ご
検
討
さ
れ
て
い
る
方
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

鴨
島
町　

山
出
さ
ん

川
島
町　

田
川
さ
ん

山
川
町　

工
藤
さ
ん

6
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に
な
っ
て
水
質
も
ま
す
ま
す
良

く
な
る
で
し
ょ
う
ね
。

②
や
は
り
、
公
共
ま
す
か
ら
宅

内
排
水
管
へ
の
接
続
工
事
費
が

大
き
な
出
費
と
な
る
の
で
、
何

か
し
ら
接
続
費
用
の
助
成
が
で

き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
こ
れ
か

ら
接
続
す
る
人
も
利
用
し
や
す

く
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

③
下
水
道
に
接
続
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
確
か
に
周
辺
の
側
溝

や
水
環
境
は
良
く
な
っ
て
い
る

よ
う
に
思
い
ま
す
。
も
っ
と
多

く
の
方
が
接
続
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
い
っ
そ
う
下
水
道
事

業
の
効
果
が
あ
ら
わ
れ
、
地
域

全
体
が
よ
り
快
適
で
住
み
よ
い

環
境
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

昔
の
よ
う
な
、
吉
野
川
市
の

豊
か
な
水
環
境
を
子
や
孫
に
引

き
継
い
で
い
け
た
ら
い
い
で
す

ね
。

②
吉
野
川
市
は
、
県
内
の
他
の

市
町
村
よ
り
も
下
水
道
の
整
備

が
進
ん
で
い
る
の
で
、
生
活
環

境
や
水
環
境
の
保
全
に
対
す
る

広
報
活
動
が
も
っ
と
必
要
だ
と

思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
小
・
中
学
生
を
対
象

と
し
た
浄
化
施
設
の
視
察
な
ど

の
環
境
学
習
を
実
施
し
、
次
世

代
を
担
う
皆
さ
ん
に
も
下
水
道

の
必
要
性
を
知
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
も
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

③
下
水
道
へ
接
続
す
る
工
事
費

が
気
掛
か
り
で
し
た
が
、
業
者

の
方
が
と
て
も
良
心
的
で
、
少

し
で
も
負
担
を
軽
減
で
き
る
よ

う
考
え
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
、

安
心
し
て
工
事
を
任
せ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
の
下
水
道
課
が
業

者
か
ら
の
工
事
申
請
書
を
確
認

し
て
か
ら
工
事
に
取
り
か
か

り
、
竣し
ゅ
ん
こ
う工

検
査
も
行
っ
て
く
れ

ま
す
の
で
、安
心
で
き
ま
し
た
。

今
は
、
下
水
道
を
利
用
す
る
こ

と
で
快
適
な
気
分
で
過
ご
せ
て

い
ま
す
。

く
な
り
快
適
な
毎
日
で
す
。

②
多
く
の
方
が
接
続
す
れ
ば
こ

ん
な
に
周
辺
の
水
環
境
が
良
く

な
る
と
い
う
環
境
面
の
Ｐ
Ｒ
も

し
て
ほ
し
い
で
す
。

　

ま
た
、
下
水
道
は
す
ぐ
に
つ

な
が
な
く
て
も
良
い
と
思
っ
て

い
る
人
も
多
い
と
思
う
の
で
、

下
水
道
法
で
接
続
義
務
が
あ
る

こ
と
を
も
っ
と
周
知
し
た
方
が

良
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
他
に

は
、
ど
う
し
て
も
接
続
工
事
費

が
負
担
と
な
り
ま
す
の
で
、
何

か
助
成
制
度
の
拡
充
が
あ
れ
ば

接
続
が
よ
り
現
実
的
に
な
る
と

思
い
ま
す
。

③
下
水
道
に
接
続
す
る
と
、
確

か
に
最
初
に
工
事
費
な
ど
の
負

担
が
大
き
く
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
接
続
し
て
し
ま
え

ば
毎
月
の
使
用
料
の
支
払
い
は

必
要
と
な
り
ま
す
が
、
浄
化
槽

の
点
検
や
く
み
取
り
な
ど
の
必

要
が
な
く
な
り
、
何
よ
り
家
の

周
辺
の
臭
い
が
な
く
な
っ
て
快

適
に
な
り
ま
す
よ
。

●問い合わせ　市下水道課　☎22-2258

　９月10日の「下水道の日」にあわせて、下水道の普及促進のため第１回吉野川市下水道いろいろ作品
展を行いますので、出展する作品を募集します。
　参加者全員に参加賞を贈呈しますので、奮ってご応募ください。

●募集作品　絵画・ポスター、作文、標語、新聞（学校・学級・学習）、書道の各部門
●応募資格　吉野川市在住の小・中学生または吉野川市内の学校に通う小・中学生
　　　　　　（標語部門のみ一般応募も受け付けます）
●募集期限　９月６日㈮まで

※応募された作品は、市役所東館１階市民フロアに一定期間展示した後、第53回下水道の日「下水道い
　ろいろコンクール」に出品します。
※各部門の応募規定および応募方法などについては、募集要項に記載しています。詳しくは、下水道課（東
　館１階）までお問い合わせください。

第１回吉野川市下水道いろいろ作品展の作品募集
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粒切りした色とりどりの数種類のぶどうをパック詰め
しました。幅広い年齢層の方が手軽に食べられ、一度
にいろいろな食感が楽しめると好評です。

ふるさと納税推進Wキャンペーン

ふるさと納税（応援寄附金）で吉野川市を応援してください。
　ふるさと納税とは、生まれ育った吉野川市を離れて暮らしている方など、吉野川市に縁のある方の「ふるさとを
応援したい」という思いを寄附金という形で実現できるものです。
　平成25年８月30日（金）までに、吉野川市に１万円以上ご寄附していただいた方には、市長からお礼状をお送り
させていただくとともに、記念品として吉野川市ブランド認証商品“山下ぶどう宝石箱（４パック）”を贈呈
します。また、Wキャンペーンとして、先着５人の方を、よしのがわ夢紡ぐまちのコンサート（市制10周年プレ事
業）にペアでご招待します。

（注意事項）
※１　寄附の申し込みだけでは、対象となりません。８月30日までに本市口座への入金を完了された方が対象となります。
　   振り込みに要する日数は、各金融機関などでご確認ください。
※２　寄附金の振り込みには、吉野川市から郵送する書類（納付書など）が必要となる場合があります。書類のお届けまで、
　   お申し込みから数日～１週間ほどかかりますので、余裕を持ってお早めに申し込みください。
※３　キャンペーン期間中に１万円以上のご寄附を複数回いただいた場合でも、コンサートの招待は1人当たりペア１組までと
　   します。
※４　コンサートの招待は、先着５人に達し次第、終了させていただきます。
　　   ●ふるさと「よしのがわ応援サイト」　http://www.city.yoshinogawa.lg.jp/docs/2012092700018

●実施期限／平成25年８月30日（金）まで
●対 象 者／キャンペーン実施期間中に、吉野川市に１万円以上ご寄附していただいた方

吉野川市ブランド認証商品
“山下ぶどう宝石箱”

まさに「ぶどうの宝石箱」！

●日 時 平成25年9月8日（日）
 午後１時開場　午後１時30分開演
●場 所 吉野川市鴨島公民館
 吉野川市鴨島町鴨島甲1番地
●出 演 指揮/工藤俊幸
 ヴァイオリン独奏/高木和弘
 演奏/とくしま国民文化祭記念管弦楽団
 　　 （通称 :とくしま記念オーケストラ）
 合唱/よしのがわフラウエンコール

 　　  Vivaceみやび

コンサート“ペアご招待”（先着5人）

市制10周年プレ事業･市町村連携コンサート
「よしのがわ夢紡ぐまちのコンサート」

ヴィヴァーチェ

〈 P.４～５を参照〉

●問い合わせ　市企画財政課　☎22-2221
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　吉野川市では、木材の需要の拡大と定住促進を図るため、平成25年９月１日か
ら、市有林材（※１）を使用して木造住宅を新築しようとする方を対象に、市有
林材を支給する「木造住宅新築補助事業」を開始します。
※１･･･市有林で伐採された木材（杉・ヒノキの丸太）のこと。

加工して柱などに利用できる。

以下の要件を満たす方
❶吉野川市内に住所を有し、または市内に転入を予定していること。
❷自らの居住を目的に、木造軸組の住宅を新築するものであること。
❸市税を滞納していないこと。

対 象 者

延べ床面積の3.3m2（１坪）あたり0.7m3（小数点第２位以下は切り捨て）
※支給量の上限は35m3

支 給 量

５棟程度（先着順）

募集戸数

吉野川市木造住宅新築補助事業支給申請書と関係書類
（位置図、設計図書、要件を満たすことが分かる書類など）
※詳しくは農地林業課までお問い合わせください。

必要書類

市有林材の年間支給量には限りがあり、その種類などを指定することはできません。
また、市有林材は、申請した年度内に受け取っていただきます。

備　　考

対象者が吉野川市内に新築する住宅で、以下の要件を満たす住宅
❶延べ床面積40m2以上280m2以下で、住宅以外の目的で使用する部分の床面積が全体の２分の１未満で
　あること。
❷住宅全体の木材使用量の60％以上が市有林材と市内加工材（※２）を使用するものであること。
❸住宅の建築に関する建築業者または設計業者のいずれかが、吉野川市内の業者であること。
❹申請した年度の翌年度内に住宅が完成するものであること。
❺建築基準法などの関係法令に違反していないものであること。
※２･･･市有林材以外の木材で、徳島県内の森林で伐採され、吉野川市内で加工されたもののこと。

対象住宅

　吉野川市では、木材の需要の拡大と定住促進を図るため、平成25年９月１日か
ら、市有林材（※１）を使用して木造住宅を新築しようとする方を対象に、市有

木造住宅新築補助事業を開始します

計算式　延べ床面積m2／3.3m2×0.7m3＝支給量m3

【例】 延べ床面積132m2（40坪）の住宅を新築する場合
 132m2÷3.3m2×0.7m3＝  28.0m3  ←支給量

原木（丸太）を
支給します!

※４トントラック約７台分の量です（約140本）。

●問い合わせ・申し込み　市農地林業課　☎22-2223
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ことば トイレ

食　事 友達関係

かんしゃく登所・登園
しぶり

気になる
くせ

小
学
校
入
学
に
む
け
て

お
子
さ
ん
の
こ
と
で
、

ち
ょ
っ
と
気
に
な
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？

平成25年度文部科学省委託事業「早期からの教育相談・支援体制構築事業」

小さなお子さんとの毎日では、日々いろいろなこと
が起こります。心配なことや、戸惑われることも
多いかと思います。
そんな時、ぜひ、チャイルドコーディネーターに
お声をかけてください。相談内容は秘密厳守ですが、
ご要望があれば、保育所や幼稚園の先生方と連携を
とらせていただくことも可能ですので、
お気軽にご相談ください。

早期相談・早期支援の大切さ
幼児期の子どもの発達の状態は、一人一人違います。
日常生活の中での気になることを、一人で悩まず、相談
してみてください。子どもの発達に関して専門的な知識
や経験を有するチャイルドコーディネーターが、保育
所・幼稚園などを巡回し、必要に応じて相談を行います。

申し込み窓口・問い合わせ

吉野川市教育委員会 教育研究所
TEL 0883-22-2274／FAX 0883-22-2270

チャイルドコーディネーターにご相談ください
《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
ゆ
る
め
る
な　

気
持
ち
と
ベ
ル
ト
で　

安
全
運
転	

住
友　

美
弥
妃
（
上
浦
小
学
校
６
年
）
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６
月
１
日
か
ら
16
日
、
美
郷
ほ

た
る
館
で
美
郷
ほ
た
る
ま
つ
り
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

６
月
８
日
、
９
日
は
、
平
八
幡

神
社
獅
子
舞
保
存
会
に
よ
る
獅
子

舞
の
披
露
や
、
種
野
小
学
校
の
児

童
に
よ
る
模
擬
店
、
梅
の
種
飛
ば

し
競
争
や
輪
投
げ
競
争
な
ど
の
催

し
が
行
わ
れ
、
大
勢
の
家
族
連
れ

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

の
療
養
施
設
内
で
の
穏
や
か
な
生

活
、
趣
味
で
行
っ
て
い
る
野
菜
栽

培
の
様
子
が
紹
介
さ
れ
、
出
席
者

か
ら
も
感
想
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
婦
人
会
に
よ
る
お
寿
司

な
ど
の
家
庭
料
理
が
ふ
る
ま
わ
れ
、

心
の
こ
も
っ
た
料
理
に
舌
鼓
を
打

ち
ま
し
た
。

美
郷
ほ
た
る
ま
つ
り躍動感のある獅子舞 高得点をねらってがんばれ！

　

７
月
９
日
、
市
役
所
で
、
自
衛

官
募
集
相
談
員
委
嘱
式
を
行
い
ま

し
た
。
相
談
員
の
任
期
は
７
月
１

日
か
ら
２
年
間
で
す
。

　

自
衛
官
募
集
相
談
員
と
は
、
自

衛
官
志
願
者
に
関
す
る
情
報
の
提

供
や
自
衛
隊
地
方
協
力
本
部
の
行

う
募
集
の
広
報
に
つ
い
て
の
援
助

を
行
っ
て
い
た
だ
く
方
々
で
す
。

　

自
衛
官
募
集
相
談
員（
敬
称
略
）

　
　
　

山
下　
　

智　
（
鴨
島
町
）

　
　
　

瀬
尾　
　

武　
（
鴨
島
町
）

　
　
　

十
川　
　

敬　
（
川
島
町
）

　
　
　

椙
村　

礼
子　
（
山
川
町
）

　
　
　

尾
﨑　

暢
威　
（
美　

郷
）

　

６
月
29
日
、
五
九
郎
ま
つ
り
で

法
啓
発
パ
レ
ー
ド
、
７
月
１
日
に

は
市
役
所
１
階
市
民
ホ
ー
ル
で
法

務
大
臣
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
伝
達

式
と
、
市
内
を
広
報
車
に
よ
る
啓

発
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

６
月
６
日
、
国
立
療
養
所
・
大

島
青
松
園
（
高
松
市
）
で
暮
ら
す

徳
島
県
出
身
の
ハ
ン
セ
ン
病
回
復

者
一
泊
里
帰
り
事
業
が
行
わ
れ
、

川
島
公
民
館
で
の
交
流
会
や
美
郷

で
の
ホ
タ
ル
見
学
を
行
い
ま
し
た
。

　

交
流
会
に
は
回
復
者
７
人
と
、

県
ハ
ン
セ
ン
病
支
援
協
会
、
吉
野

川
市
内
の
福
祉
・
人
権
関
係
団

体
な
ど
か
ら
70
人
が
出
席
し
ま

し
た
。
回
復
者
か
ら
は
発
症
後
の

差
別
に
苦
し
ん
だ
体
験
や
、
現
在

自
衛
官
募
集
相
談
員
を
委
嘱

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
・

メ
ッ
セ
ー
ジ
伝
達
式

ハ
ン
セ
ン
病
回
復
者

一
泊
里
帰
り
事
業

委嘱式の様子

法務大臣メッセージ伝達式

交流会の様子

　

６
月
６
日
、
め
ぐ
み
幼
稚
園
の

園
児
た
ち
が
市
役
所
を
訪
れ
、
お

花
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

　

幼
稚
園
で
は
、
毎
年
こ
の
季
節

に
日
ご
ろ
の
感
謝
を
込
め
て
お
花

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
し
て
い
ま
す
。

　

６
月
29
日
、
Ｊ
Ｒ
鴨
島
駅
前
中

央
通
り
で
、
鴨
島
町
出
身
の
曽
我

廼
家
五
九
郎
の
至
芸
を
た
た
え
る

「
五
九
郎
ま
つ
り
」
が
開
か
れ
、

鴨
島
小
学
校
の
児
童
に
よ
る
金
管

バ
ン
ド
、
五
九
郎
太
鼓
保
存
会
に

よ
る
五
九
郎
太
鼓
の
演
奏
や
交
通

安
全
母
の
会
の
交
通
安
全
お
ど
り

な
ど
が
行
わ
れ
、
歩
行
者
天
国
と

な
っ
た
通
り
で
は
、
子
ど
も
か
ら

大
人
ま
で
た
く
さ
ん
の
方
が
催
し

や
た
く
さ
ん
の
夜
店
を
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
（
表
紙
写
真
）。

お
花
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

五
九
郎
ま
つ
り

ヨッピー・ピッピーと記念撮影

五九郎さんの服装で五九郎おどり

五九郎太鼓の演奏

市
税
・
国
民
健
康
保
険
税
の
休
日
納
付
相
談
を
行
い
ま
す

●
と
き　

8
月
25
日
㈰
午
前
９
時
～
午
後
５
時

●
と
こ
ろ　

吉
野
川
市
役
所
本
館
１
階
相
談
室

●
内
容　

市
税
・
国
民
健
康
保
険
税
の
納
付
相
談

●
問
い
合
わ
せ　

市
税
務
課
徴
収
係　

☎
22-

２
２
１
５

　
　
　
　
　
　
　

市
国
保
年
金
課　
　

☎
22-

２
２
１
３
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８月は「電気使用安全月間」です。
［タコ足配線はやめましょう］

　

児
童
扶
養
手
当
は
、
父
母
の
離
婚
な

ど
で
父
ま
た
は
母
と
生
計
を
同
じ
く
し

て
い
な
い
児
童
を
監
護
・
養
育
し
て
い

る
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
（
公
的
年
金
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
を
除
く
）。

手
当
を
受
け
る
資
格
が
あ
っ
て
も
、
請

求
を
し
な
い
と
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方

は
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
監
護
・
養
育
し
て
い
る
方

や
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
る
方
の
所
得

に
よ
り
、
手
当
の
一
部
ま
た
は
全
部
が

支
給
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
（
過

去
に
所
得
が
高
く
請
求
し
て
い
な
い
方

で
も
、
今
年
度
の
所
得
状
況
で
手
当
が

支
給
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
）。

　

な
お
、
父
ま
た
は
母
が
政
令
で
定
め

る
程
度
の
障
害
の
状
態
に
あ
る
児
童

は
、
両
親
が
い
る
場
合
で
も
、
児
童
扶

養
手
当
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
た
だ

し
、
同
一
の
児
童
を
対
象
と
し
た
、
そ

の
父
ま
た
は
母
が
受
け
て
い
る
障
害
年

金
の
子
加
算
と
配
偶
者
へ
の
児
童
扶
養

手
当
の
両
方
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
児
童
扶
養
手
当
と
障
害
年
金
の

子
加
算
の
ど
ち
ら
を
受
け
る
か
に
つ
い

て
は
、
平
成
23
年
４
月
に
「
障
害
年
金

加
算
改
善
法
」
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
、
届
け
出
に
よ
り
原
則
と
し
て
金

額
の
高
い
方
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
、
子
育
て
支
援
課
（
本
館

１
階
）
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

市
子
育
て
支
援
課　

児
童
福
祉
係

	

☎
22-

２
２
６
６

　

現
在
、
児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て
い

る
方
は
、「
児
童
扶
養
手
当
現
況
届
」

を
８
月
中
に
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
８
月
中
に
提
出
が
な
い
と
８
月
以

「
児
童
扶
養
手
当
」の

請
求
は
お
済
み
で
す
か

お
知
ら
せ

降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す

の
で
、
必
ず
期
間
中
に
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　

８
月
30
日
㈮
ま
で
（
土
・

日
を
除
く
）

提
出
場
所　

子
育
て
支
援
課
（
本
館
１

階
）

持
参
物　

印
鑑
（
ス
タ
ン
プ
・
ゴ
ム
印

以
外
）、
児
童
扶
養
手
当
証
書
（
平
成

24
年
度
受
給
対
象
者
の
方
）

※
ご
家
庭
の
状
況
に
応
じ
、
他
に
書
類

が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
子
育
て
支
援
課　

児
童
福
祉
係

	

☎
22-

２
２
６
６

　

現
在
、
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
へ

「
資
源
ご
み
」
を
自
治
会
が
持
ち
込
ん

だ
場
合
、
重
量
に
応
じ
て
「
指
定
ご
み

袋
」
と
交
換
し
て
い
ま
す
が
、一
方
で
、

市
民
の
皆
さ
ん
が
い
つ
で
も
利
用
で
き

る
「
資
源
化
ご
み
モ
デ
ル
集
積
所
」
を

各
地
域
に
整
備
し
て
い
ま
す
。
平
成
25

年
度
に
は
２
カ
所
増
設
を
計
画
し
て
お

り
、
こ
れ
が
整
備
さ
れ
る
と
鴨
島
町
３

カ
所
、
川
島
町
２
カ
所
、
山
川
町
３
カ

所
、
美
郷
１
カ
所
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、市
民
の
皆
さ
ん
が「
資

源
ご
み
」
を
身
近
で
排
出
で
き
る
環
境

が
整
っ
て
き
て
い
ま
す
の
で
、「
資
源

ご
み
」
と
「
指
定
ご
み
袋
」
と
の
交
換

制
度
は
平
成
25
年
12
月
末
を
も
っ
て
廃

止
し
ま
す
。

※
「
資
源
化
ご
み
モ
デ
ル
集
積
所
」
と

は
、「
吉
野
川
市
の
ご
み
処
理
に
関
す

る
提
言
」
の
中
で
示
さ
れ
た
、
リ
サ
イ

ク
ル
の
シ
ン
ボ
ル
的
な
施
設
と
し
て
整

備
・
開
設
を
求
め
ら
れ
て
い
る
「
リ
サ

イ
ク
ル
可
能
」
ご
み
を
搬
入
で
き
る
施

設
で
す
。

問
い
合
わ
せ

市
運
転
管
理
セ
ン
タ
ー

	

鴨
島　

☎
2４-

５
６
９
７

	

山
川　

☎
４2-

５
３
３
３

自
治
会
か
ら
の
持
ち
込
み
に
よ
る

「
資
源
ご
み
」と「
指
定
ご
み
袋
」と
の

交
換
制
度
は
廃
止
と
な
り
ま
す

「
児
童
扶
養
手
当
現
況
届
」の

提
出
に
つ
い
て

資源化ごみモデル集積所

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
降
り
よ
う
ね　

自
転
車
で
線
路　

わ
た
る
時	

角　
　

紫
織
（
牛
島
小
学
校
６
年
）
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８月は「電気使用安全月間」です。
［電気製品をぬれた手で扱わないようにしましょう］

　
「
高
齢
者
生
活
支
援
ハ
ウ
ス
や
ま
か

わ
」
で
は
、
高
齢
で
自
宅
で
の
生
活

に
不
安
が
あ
る
方
の
た
め
に
、「
居
住

機
能
（
生
活
設
備
の
整
っ
た
環
境
と

部
屋
を
一
定
期
間
提
供
）」、「
介
護

支
援
機
能
（
生
活
援
助
員
を
配
置
し
、

相
談
に
も
応
じ
ま
す
）」、「
交
流
機
能

（
利
用
者
同
士
や
地
域
の
方
々
と
の
交

流
）」
を
総
合
的
に
提
供
し
、
安
心
し

て
健
康
な
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
支

援
し
ま
す
。

利
用
期
間　

短
期
間
の
入
所
か
ら
最
長

６
カ
月
ま
で

利
用
対
象
者　

原
則
60
歳
以
上
の
１
人

暮
ら
し
の
方
、ま
た
は
高
齢
者
世
帯
で
、

家
族
の
援
助
を
受
け
る
こ
と
が
困
難
で

あ
り
、
自
己
管
理
は
で
き
る
が
高
齢
な

ど
の
た
め
独
立
し
て
生
活
す
る
こ
と
に

不
安
が
あ
る
方
（
入
院
や
介
護
保
険
施

設
な
ど
へ
の
入
所
が
必
要
な
状
態
の
方

は
対
象
外
）

利
用
方
法　

施
設
お
よ
び
福
祉
総
務
課

（
本
館
２
階
）
で
面
接
を
受
け
て
、
申

請
書
類
を
提
出
し
ま
す
。
そ
の
後
、
入

所
判
定
委
員
会
で
利
用
に
つ
い
て
の
判

定
が
行
わ
れ
、
認
め
ら
れ
た
場
合
に
利

用
で
き
ま
す
。

費
用
負
担　

収
入
に
応
じ
て
負
担
金

が
必
要
で
す
。
ま
た
、
電
気
代
や
水
道

代
な
ど
は
実
費
を
負
担
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

そ
の
他

▽
利
用
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
早
め

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
こ
の
施
設
は
、
自
立
し
て
自
分
で
生

活
が
で
き
る
方
を
対
象
と
し
て
い
ま
す

の
で
、
食
事
は
原
則
自
炊
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
別
料
金
で
食
事
サ
ー
ビ
ス
も

利
用
で
き
ま
す
。

▽
衣
類
、
調
理
用
具
な
ど
、
日
常
生
活

に
必
要
な
も
の
は
利
用
者
が
ご
用
意
く

だ
さ
い
（
寝
具
と
テ
レ
ビ
の
み
有
料
貸

出
が
あ
り
ま
す
）。

▽
洗
濯
、
掃
除
、
買
い
物
な
ど
の
日
常

生
活
の
お
手
伝
い
に
つ
い
て
は
サ
ー
ビ

ス
内
容
に
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

※
詳
し
い
内
容
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ

［
申
請
、
負
担
金
な
ど
］

市
福
祉
総
務
課　

高
齢
福
祉
係

	

☎
22-

２
２
６
1

［
施
設
、
サ
ー
ビ
ス
全
般
］

高
齢
者
生
活
支
援
ハ
ウ
ス
や
ま
か
わ

（
社
会
福
祉
法
人　

博
友
会
）

	

☎
４2-

７
1
１
１

　

現
在
、
軽
自
動
車
の
新
規
検
査
手
続

き
な
ど
を
す
る
際
に
必
要
な
住
民
票
を

軽
自
動
車
税
申
告
用
と
し
て
無
料
で
交

付
し
て
い
ま
す
が
、
公
平
な
手
数
料
負

担
と
す
る
た
め
、
平
成
26
年
４
月
１
日

か
ら
有
料
（
１
通
４
５
０
円
）
と
し
ま

す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
市
民
生
活
課	
☎
22-

２
２
１
０

「
高
齢
者
生
活
支
援
ハ
ウ
ス

や
ま
か
わ
」の
利
用
に
つ
い
て

軽
自
動
車
新
規
検
査
用

住
民
票
に
つ
い
て

高齢者生活支援ハウスやまかわ

平成25年７月１日現在

住民基本台帳（前月比）

計 44,186 （−33）

男 20,857 （−  9）

女 23,329 （−24）

世帯数 17,967 （−  3）

※65歳以上人口
計 13,555人  男 5,640人  女 7,915人

〈人　　　権　　　相　　　談〉

8月20日㈫ 13:30～16:00 交流センター人権擁護委員会室

8月27日㈫ 13:30～16:00 山川公民館

9月12日㈭ 13:30～16:00 西麻植会館２階会議室

〈行　　　政　　　相　　　談〉

8月15日㈭ 13:00～16:00 ふるさとセンター会議室

9月 2 日㈪ 10:00～12:00 山川公民館第１会議室

9月 3 日㈫ 13:00～16:00 川島公民館会議室

9月12日㈭ 9:00～12:00 市役所本館１階相談室

〈司法書士会による無料法律相談〉

8月16日㈮ 10:00～12:00 市役所本館１階相談室

市民のうごき
今
月
の
税

国
民
健
康
保
険
税

第
２
期

納
期
限

９
月
２
日
㈪

※
累
計
は
平
成
25
年
１
月
か
ら
の
も
の

火　　災 市
内
で
の
火
災
・
救
急
出
動

５
月 1件

累
計 9件

救急出動

５
月142件

累
計771件

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
わ
た
れ
る
よ　

で
も
も
う
い
ち
ど　

右
左	

吉
田　

夏
妃
（
森
山
小
学
校
２
年
）
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下
水
道
排
水
設
備
工
事
の
責
任
技
術

者
試
験
を
県
下
統
一
で
実
施
し
て
お

り
、
登
録
さ
れ
た
責
任
技
術
者
の
有
効

期
間
は
お
お
む
ね
５
年
間
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

受
験
申
込
書
は
下
水
道
課
（
東
館
１

階
）
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
講

習
を
希
望
す
る
方
は
所
定
の
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
更
新
講
習
を

受
講
し
な
い
と
登
録
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
免
許
を
失
効
し
な
い
よ
う
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

申
込
期
間　

９
月
２
日
㈪
～
30
日
㈪

提
出
先　

㈶
徳
島
県
建
設
技
術
セ
ン

タ
ー
（
徳
島
県
林
業
セ
ン
タ
ー
２
階
）

講
習
手
数
料　

１
万
円
（
講
習
、
テ
キ

ス
ト
代
、
再
登
録
料
な
ど
を
含
む
）

と
き　

11
月
14
日
㈭

	

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　

ア
ス
テ
ィ
と
く
し
ま

	

２
階
第
４
会
議
室

※
対
象
者
（
登
録
有
効
期
間
が
平
成
26

年
３
月
31
日
ま
で
と
な
っ
て
い
る
方
）

に
は
、
㈶
徳
島
県
建
設
技
術
セ
ン
タ
ー

か
ら
案
内
通
知
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
下
水
道
課　

総
務
係

	

☎
22-

２
２
５
８

㈶
徳
島
県
建
設
技
術
セ
ン
タ
ー

	

☎
０
８
８
（
６
２
５
）
３
９
９
１

　

私
有
地
に
お
い
て
繁
茂
し
た
庭
木

（
枝
葉
）
お
よ
び
雑
草
が
道
路
上
に
張

り
出
し
た
状
態
に
な
る
と
、
道
路
通
行

の
支
障
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
に

起
因
す
る
事
故
が
発
生
し
た
場
合
、
そ

の
所
有
者
が
管
理
責
任
を
問
わ
れ
る

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　

安
全
に
道
路
を
利
用
し
て
い
た
だ
く

た
め
、
個
人
所
有
地
の
庭
木
お
よ
び
雑

草
に
つ
い
て
は
、
剪せ
ん

定て
い

・
伐
採
・
除
草

な
ど
の
適
正
管
理
を
行
っ
て
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
監
理
課	

☎
22-

２
２
５
２

　

受
験
を
希
望
す
る
方
は
、
所
定
の
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
受
験
申
込
書

は
下
水
道
課
（
東
館
１
階
）
に
備
え
付

け
て
い
ま
す
。

申
込
期
間　

９
月
２
日
㈪
～
30
日
㈪

提
出
先　

㈶
徳
島
県
建
設
技
術
セ
ン

タ
ー
（
徳
島
県
林
業
セ
ン
タ
ー
２
階
）

受
験
手
数
料　

１
万
円
（
受
験
講
習
、

テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

受
験
講
習

と
き　

11
月
１
日
㈮

	
午
後
１
時
40
分
～
３
時
40
分

と
こ
ろ　

ア
ス
テ
ィ
と
く
し
ま

	
２
階
第
４
会
議
室

試
験

と
き　

11
月
12
日
㈫

	

午
後
１
時
40
分
～
３
時
40
分

と
こ
ろ　

ア
ス
テ
ィ
と
く
し
ま

	

２
階
第
４
会
議
室

問
い
合
わ
せ

市
下
水
道
課　

総
務
係

	

☎
22-

２
２
５
８

㈶
徳
島
県
建
設
技
術
セ
ン
タ
ー

	

☎
０
８
８
（
６
２
５
）
３
９
９
１

　

あ
な
た
の
ま
わ
り
に
、
ひ
と
り
で
悩

ん
で
い
る
方
は
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん

か
？
ひ
と
り
で
も
多
く
の
方
が
相
談
相

手
と
な
り
、「
誰
も
自
殺
に
追
い
込
ま

れ
る
こ
と
の
な
い
社
会
」
を
め
ざ
し
ま

し
ょ
う
。

題
名　

ツ
レ
が
う
つ
に
な
り
ま
し
て
。

（
出
演
者　

宮
㟢
あ
お
い
、
堺
雅
人
ほ

か
）

と
き　

９
月
28
日
㈯

と
こ
ろ　

鴨
島
公
民
館

上
映
開
始
時
間

①
午
前
10
時　

②
午
後
２
時

（
開
場
は
上
映
開
始
の
30
分
前
で
す
）

入
場
料　

無
料

　

多
く
の
方
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
健
康
推
進
課	

☎
22-

２
２
６
８

８月は「電気使用安全月間」です。
［アース線を取り付けましょう］

下
水
道
排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
試
験

自
殺
者
ゼ
ロ
を
め
ざ
す

映
画
上
映
会

下
水
道
排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
資
格
更
新
講
習

道
路
沿
い
の
庭
木
の

管
理
に
つ
い
て

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
止
ま
っ
て
く
れ
る
と
思
う
よ
り　

自
分
で
止
ま
っ
て
守
ろ
う
命	

石
田　

瑞
季
（
鴨
島
小
学
校
５
年
）

14
2013年（平成25年）8月14日

広報よしのがわ



８月は「電気使用安全月間」です。
［壊れたプラグやコンセントは取り換えましょう］

～
気
候
の
良
い
季
節
に
運
動
し
て
筋
力

ア
ッ
プ
し
ま
せ
ん
か
？
～

対
象
者　

市
内
に
お
住
ま
い
の
65
歳
以

上
で
、
介
護
保
険
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
し
て
い
な
い
方

利
用
期
間　

10
月
～
12
月

実
施
場
所　

健
祥
会
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ

ン
ト
21
（
川
島
町
川
島
１
０
６-

２　

☎
26-

３
０
１
０
）

※
見
学
も
歓
迎
し
ま
す
。
実
施
場
所
ま

で
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

利
用
料　

２
５
０
円
／
１
回

利
用
限
度　

各
コ
ー
ス
週
１
回

申
請
に
必
要
な
も
の　

印
鑑

※
申
請
書
な
ど
は
、
介
護
保
険
課
（
本

館
２
階
）
ま
た
は
各
支
所
（
川
島
・
山

川
・
美
郷
）
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

申
請
締
切　

９
月
13
日
㈮

※
定
員
・
必
要
最
低
人
数
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
希
望
に
添
え
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

※
送
迎
が
必
要
な
方
は
、
事
業
所
が
送

迎
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
介
護
保
険
課　

地
域
支
援
係

	

☎
22-

２
２
６
５

　

幼
児
期
の
学
校
教
育
・
保
育
や
、
地

域
の
子
育
て
支
援
を
総
合
的
に
推
進
す

る
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
」

を
平
成
27
年
度
に
開
始
す
る
予
定
で

す
。

　

吉
野
川
市
で
は
、
新
制
度
に
沿
っ
た

「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」

の
策
定
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
計
画
策
定
に
つ
い
て
の

ご
意
見
や
ご
提
言
を
い
た
だ
く
た
め
、

「
吉
野
川
市
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
」

の
委
員
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
数　

２
人

任
期　

２
年
間
（
平
成
25
年
９
月
か
ら

平
成
27
年
８
月
ま
で
の
予
定
）

応
募
資
格

①
吉
野
川
市
在
住
で
、
平
成
25
年
７
月

１
日
現
在
で
満
20
歳
以
上
の
方
（
た
だ

し
、
国
や
地
方
公
共
団
体
の
議
会
議
員

は
除
き
ま
す
）

②
子
育
て
支
援
に
関
心
が
あ
り
、
積
極

的
に
ご
意
見
を
い
た
だ
け
る
方

③
任
期
中
の
会
議
に
参
加
で
き
る
方

（
年
３
回
程
度
）

応
募
期
間　

８
月
14
日
㈬
～
30
日
㈮

選
考
方
法　

書
類
選
考

応
募
方
法

　

応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

郵
送
ま
た
は
持
参
に
よ
り
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　

応
募
用
紙
は
、
子
育
て
支
援
課
（
本

館
１
階
）
ま
た
は
各
支
所
（
川
島
・
山

川
・
美
郷
）
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
子
育
て
支
援
課	

☎
22-

２
２
６
６

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.city.yoshinogaw

a.
lg.jp/

募

　集

「
パ
ワ
ー
・
デ
イ
」参
加
者
募
集

吉
野
川
市
子
ど
も
・
子
育
て
会
議

の
委
員
を
募
集
し
ま
す

　

川
島
薬
草
園
に
あ
る
ウ
イ
キ
ョ
ウ

は
、
南
部
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
原
産
で
、
今
は

世
界
各
地
に
栽
培
さ
れ
て
い
る
多
年
生

草
本
で
す
。
葉
は
羽
状
複
葉
で
、
多
数

の
糸
状
態
の
裂
片
と
な
っ
て
い
ま
す
。

夏
、
枝
の
先
に
黄
色
の
小
花
を
複
散
形

に
多
数
開
き
ま
す
。
果
実
は
芳
香
が
強

く
、
苦
味
が
あ
る
そ
う
で
す
。

　

果
実
５
～
８
グ
ラ
ム
を
煎
じ
て
服
用

す
れ
ば
、
健
胃
、
去
痰
、
胃
痛
、
乳
汁

分
泌
に
有
効
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

茎
、
葉
、
果
実
を
浴
用
と
す
れ
ば
保

温
に
効
果
が
あ
る
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
漬
物
の
中
に
混
入
し
、
食
用

に
し
た
り
、
粉
末
に
し
て
料
理
用
の
ス

パ
イ
ス
と
し
て
用
い
ら
れ
た
り
す
る
そ

う
で
す
。	

（
資
料
提
供　

眞
鍋
佳
資
）

　

ウ
イ
キ
ョ
ウ	

セ
リ
科　

川
島
薬
草
園

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
ち
ょ
っ
と
し
た　

気
の
ゆ
る
み
が　

い
の
ち
と
り	

石
原　

柊
輔
（
飯
尾
敷
地
小
学
校
３
年
）

15
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８月は「電気使用安全月間」です。
［プラグの掃除をしましょう］

　

徳
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
で
は
、
現
在
処
方
さ
れ
て
い

る
新
薬
を
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

に
切
り
換
え
た
場
合
に
、
自
己
負

担
額
が
ど
れ
く
ら
い
軽
減
で
き
る

の
か
、
そ
の
一
例
を
お
知
ら
せ
す

る
通
知
を
平
成
25
年
９
月
に
送
付

し
ま
す
。
対
象
者
は
、
今
年
５
月

に
医
療
機
関
で
新
薬
を
処
方
さ

れ
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切

り
換
え
た
場
合
に
自
己
負
担
額
が

大
き
く
軽
減
さ
れ
る
方
で
す
。

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は
、

新
薬
の
特
許
が
切
れ
た
後
に
、
同

じ
有
効
成
分
を
使
っ
て
作
ら
れ
、

新
薬
と
同
等
の
効
果
、
効
能
を
厚

生
労
働
省
か
ら
承
認
さ
れ
て
い
る

医
薬
品
で
す
。

　

な
お
、
す
べ
て
の
薬
に
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
が
あ
る
と
は
限
り

ま
せ
ん
の
で
、
試
し
て
み
た
い
と

お
考
え
の
方
は
、
医
師
や
薬
剤
師

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

徳
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合　

事
務
局
事
業
課

☎
０
８
８
（
６
７
７
）
３
６
６
６

　

夏
期
は
気
温
も
湿
度
も
高
く
な

り
、
食
品
が
傷
み
や
す
く
、
毎
年

全
国
的
に
食
中
毒
事
故
が
多
発
す

る
季
節
で
す
。
家
庭
で
も
食
品
の

取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

食
中
毒
予
防
の
３
原
則
「
食
中

毒
菌
を
つ
け
な
い
、増
や
さ
な
い
、

殺
菌
す
る
」
を
実
践
し
、
食
中
毒

菌
や
ウ
イ
ル
ス
か
ら
か
ら
だ
を
守

り
ま
し
ょ
う
。

①
つ
け
な
い

▽
調
理
の
前
に
は
石
け
ん
で
必
ず

手
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。

▽
包
丁
・
ま
な
板
は
、
肉
用
・
魚

用
・
野
菜
用
に
分
け
て
使
い
ま

し
ょ
う
。

▽
魚
や
肉
を
切
っ
た
包
丁
・
ま
な

板
は
、
必
ず
洗
浄
・
消
毒
し
て
か

ら
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

②
増
や
さ
な
い

▽
冷
蔵
庫
内
は
10
度
以
下
、
冷
凍

庫
内
は
マ
イ
ナ
ス
15
度
以
下
に
維

持
す
る
こ
と
が
目
安
で
す
。

▽
冷
凍
さ
れ
た
食
品
の
解
凍
は
、

冷
蔵
庫
内
や
電
子
レ
ン
ジ
で
行

い
、
室
温
で
自
然
解
凍
し
な
い
で

く
だ
さ
い
。

▽
生
も
の
や
冷
凍
食
品
を
購
入
す

る
と
き
は
、
最
後
に
買
い
、
帰
宅

後
は
す
ぐ
に
冷
蔵
庫
に
入
れ
ま

し
ょ
う
。

③
殺
菌
す
る

▽
食
品
は
し
っ
か
り
中
心
部
ま
で

加
熱
し
ま
し
ょ
う
。

▽
野
菜
な
ど
生
で
食
べ
る
物
は
、

流
水
で
十
分
に
洗
い
ま
し
ょ
う
。

▽
使
用
後
の
包
丁
・
ま
な
板
・
タ

ワ
シ
な
ど
は
熱
湯
消
毒
し
、
よ
く

乾
燥
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

◆
腸
管
出
血
性
大
腸
菌
に
よ
る
食

中
毒
に
注
意
!!

　

例
年
夏
場
に
は
、
腸
管
出
血
性

大
腸
菌
に
よ
る
食
中
毒
や
感
染
症

が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
ご
く

少
量
の
菌
で
も
発
症
し
、
重
症
化

す
る
と
溶
血
性
尿
毒
症
症
候
群

（
Ｈ
Ｕ
Ｓ
）
や
脳
症
な
ど
の
危
険

な
病
気
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
菌
は
75
度
で
１
分
間
以

上
加
熱
す
る
こ
と
に
よ
り
死
滅
し

ま
す
。
食
中
毒
を
予
防
す
る
た
め

に
は
、
生
肉
を
使
っ
た
料
理
を
避

け
、
肉
の
中
心
部
ま
で
十
分
に
加

熱
し
て
食
べ
る
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ

吉
野
川
保
健
所　

生
活
衛
生
担
当

	

☎
36-

９
０
１
６

　

徳
島
県
か
ら
発
信
さ
れ
る
消
費

者
情
報
を
周
り
の
消
費
者
（
家
族
、

友
人
、
近
所
や
職
場
な
ど
）
に
広

め
た
り
、
周
り
の
消
費
者
か
ら
の

相
談
を
徳
島
県
消
費
者
情
報
セ
ン

タ
ー
に
つ
な
い
だ
り
と
い
っ
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
す
る
18
歳
以
上

の
方
と
団
体
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

徳
島
県
消
費
者
情
報
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
８
（
６
２
３
）
０
６
１
２

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.plef.tokushim

a.
jp/shohi

　

気
象
庁
は
、
こ
れ
ま
で
大
雨
や

津
波
、
高
潮
な
ど
に
よ
り
重
大
な

災
害
の
起
こ
る
恐
れ
が
あ
る
と
き

に
、
警
報
を
発
表
し
て
警
戒
を
呼

び
か
け
て
い
ま
し
た
。
よ
り
甚
だ

し
い
大
雨
や
大
き
な
津
波
な
ど
が

予
想
さ
れ
、
重
大
な
災
害
に
よ
る

危
険
性
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
を

お
知
ら
せ
し
、
特
別
な
警
戒
を
呼

び
掛
け
る
た
め
、
新
た
に
「
特
別

警
報
」
を
発
表
し
ま
す
。
特
別
警

報
の
対
象
と
す
る
現
象
は
「
東
日

本
大
震
災
」、
我
が
国
の
観
測
史

上
最
高
の
潮
位
を
記
録
し
た
「
伊

勢
湾
台
風
」
の
高
潮
、
紀
伊
半
島

に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た

「
平
成
23
年
台
風
第
12
号
」
の
豪

雨
な
ど
が
該
当
し
ま
す
。

　

特
別
警
報
が
出
た
場
合
、
お
住

ま
い
の
地
域
は
数
十
年
に
一
度
し

か
な
い
よ
う
な
非
常
に
危
険
な
状

況
に
あ
り
ま
す
。屋
外
の
状
況
や
、

避
難
指
示
・
勧
告
な
ど
に
留
意
し
、

た
だ
ち
に
命
を
守
る
た
め
の
行
動

を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
大
雨
な
ど
の
被
害
を
防

ぐ
に
は
、
時
間
を
追
っ
て
発
表
さ

れ
る
注
意
報
、
警
報
や
そ
の
他
の

気
象
情
報
を
活
用
し
て
早
め
の
行

動
を
と
る
こ
と
が
、
あ
な
た
や
家

族
の
命
を
守
り
ま
す
。

　

特
別
警
報
の
詳
細
は
、
気
象
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ

気
象
庁
徳
島
地
方
気
象
台

	

防
災
業
務
課

☎
０
８
８
（
６
２
６
）
０
６
７
６

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.jm
a.go.jp/jm

a/
kishou/know

/tokubetsu-
keiho/index.htm

l

生
活
ト
ピ
ッ
ク
ス

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
よ
る

自
己
負
担
額
軽
減
の
お
知
ら
せ

８
月
は
食
品
衛
生

月
間
で
す
！

８
月
か
ら『
特
別
警
報
』の

発
表
を
開
始
し
ま
す

く
ら
し
の
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集
中
!!

●
と

　き　

９
月
７
日
㈯　

開
場
午
後
１
時
30
分　

開
演
２
時

●
と
こ
ろ　

あ
わ
ぎ
ん
ホ
ー
ル　

４
階
大
会
議
室
／
県
郷
土
文
化
会
館

◆
と

　き　

９
月
７
日
㈯　

開
場
午
後
６
時
30
分　

開
演
７
時

◆
と
こ
ろ　

夢
ホ
ー
ル　

２
階
視
聴
覚
室
／
阿
南
市
文
化
会
館

２
０
１
３　

い
の
ち
の
希
望　

チ
ャ
リ
テ
ィ
講
演
会

講
師　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人「
蜘
蛛
の
糸
」　

理
事
長　

佐
藤
久
男　

氏

挫
折
か
ら
の
再
起 

～
自
殺
予
防
の
現
場
力
～

▼
入
場
料　

お
と
な
前
売
り
１
２
０
０
円（
当
日
１
５
０
０
円
）、

　
　
　
　
　

学
生
前
売
り
１
０
０
０
円（
当
日
１
２
０
０
円
）、小
中
学
生
無
料

▼
問
い
合
わ
せ　

い
の
ち
の
希
望　

社
会
福
祉
法
人
徳
島
県
自
殺
予
防
協
会

☎
０
８
８（
６
５
２
）６
１
７
１
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巡
回
職
業
相
談

８月は「電気使用安全月間」です。
［プラグはまっすぐしっかりと差し込みましょう］

　

徳
島
中
央
広
域
連
合
で
は
、
平

成
26
年
４
月
採
用
予
定
の
職
員
採

用
試
験
を
行
い
ま
す
。

職
種　

消
防
吏
員

募
集
人
員　

２
人
程
度

受
験
資
格　

昭
和
63
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
８
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
方

試
験
種
別　

高
等
学
校
卒
業
程
度

一
次
試
験
日　

10
月
20
日
㈰

受
付
期
限　

８
月
29
日
㈭
ま
で

問
い
合
わ
せ

徳
島
中
央
広
域
連
合　

事
務
局
総

務
課	

☎
22-

２
２
５
５

　

再
就
職
を
め
ざ
す
求
職
者
の
方

を
対
象
に
、
職
業
訓
練
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
入
所
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

訓
練
期
間　

平
成
25
年
10
月
１
日

㈫
～
平
成
26
年
３
月
31
日
㈪

▼
テ
ク
ニ
カ
ル
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

科
（
６
カ
月
）

　

機
械
製
図
お
よ
び
Ｃ
Ａ
Ｄ
シ

ス
テ
ム
の
理
解
、
機
械
図
面
作
成

や
機
械
加
工
の
基
礎
知
識
お
よ

び
関
連
知
識
な
ど
の
必
要
な
知

識
の
習
得
。

▼
電
気
設
備
科
（
６
カ
月
）

　

電
気
工
事
に
関
連
す
る
理
論
や

法
令
、
電
気
機
器
の
制
御
方
法
を

理
解
す
る
と
と
も
に
、そ
の
施
工
・

実
習
を
通
し
て
の
技
術
の
習
得
。

▼
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
技
術
科
（
６

カ
月
）

　

木
造
の
住
宅
に
関
す
る
基
本
的

な
知
識
、
構
造
、
法
規
等
を
理
解

し
、
実
際
に
模
擬
家
屋
を
建
て
、

施
工
な
ど
を
理
解
し
、
技
能
・
技

術
を
習
得
。

対
象
者　

公
共
職
業
安
定
所
に
求

職
の
申
し
込
み
を
し
て
い
る
方
な

ど※
選
考
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は

電
話
に
て
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

※
受
講
料
は
無
料
、
テ
キ
ス
ト
代

な
ど
は
必
要
で
す
。

募
集
期
限　

９
月
２
日
㈪
ま
で

問
い
合
わ
せ

徳
島
職
業
能
力
開
発
促
進
セ
ン

タ
ー

☎
０
８
８
（
６
５
４
）
５
１
０
２

と
き　

８
月
18
日
㈰

	

午
後
６
時
30
分

対
戦
相
手　

カ
タ
ー
レ
富
山

※
雇
用
保
険
の
受
け
付
け
は
行
い

ま
せ
ん
。

【
山
川
】

と
き　

９
月
２
日
㈪
、
10
月
７
日

㈪
午
前
10
時
～
11
時
30
分

と
こ
ろ　

八
坂
会
館

【
川
島
】

と
き　

８
月
21
日
㈬
、
９
月
11
日

㈬
午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

と
こ
ろ　

こ
だ
ま
会
館

問
い
合
わ
せ

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
吉
野
川

	

☎
24-

２
１
６
６

　

除
草
作
業
、
清
掃
作
業
を
行
い

ま
す
。
作
業
道
具
は
用
意
し
て
い

ま
す
。

江
川
湧
水
源
周
辺

集
合
場
所　

江
川
湧
水
源
「
い
や

し
の
舎
」（
旧
吉
野
川
遊
園
地
西
側
）

作
業
日
時　

９
月
１
日
㈰

	

午
前
６
時
30
分
～
７
時
30
分

多
津
美
橋
～
江
川
・
鴨
島
公
園

集
合
場
所　

多
津
美
橋
あ
ず
ま
や

（
鴨
島
第
一
中
学
校
西
側
）

作
業
日
時　

９
月
１
日
㈰

	

午
前
７
時
～
８
時

問
い
合
わ
せ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人	

江
川
エ
コ
フ
レ
ン

ド	

☎
24-

２
０
９
５

と
き　

８
月
25
日
㈰

	

午
後
６
時
30
分

対
戦
相
手　

京
都
サ
ン
ガ
Ｆ
Ｃ

会
場　

鳴
門
・
大
塚
ス
ポ
ー
ツ

パ
ー
ク　

ポ
カ
リ
ス
エ
ッ
ト
ス
タ

ジ
ア
ム

問
い
合
わ
せ

徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス
株
式
会
社

☎
０
８
８
（
６
７
２
）
７
３
３
９

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.vortis.jp/

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

出
演
者　

カ
モ
カ
モ
ミ
ー
ル
、

オ
ー
ル
ウ
ェ
イ
ズ
、
フ
ラ
ナ
ニ
、

カ
マ
ン
ベ
ー
ル

と
き　

８
月
24
日
㈯
午
後
５
時
～

と
こ
ろ　
Ｊ
Ｒ
鴨
島
駅
前
老
人

ホ
ー
ム
あ
け
わ
敷
地
内
（
雨
天
決

行
）

連
絡
先

ま
ち
か
ど
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員

会	

☎
24-
３
７
２
５（
鎌
田
）

対
象
者　

職
業
相
談
希
望
の
方

内
容　

県
内
求
人
情
報
の
提
供
と

職
業
相
談
、
職
業
に
つ
い
て
の
知

識
や
就
職
の
心
構
え
に
つ
い
て
指

導

徳
島
中
央
広
域
連
合

職
員
採
用
試
験
の
実
施

第
１
５
８
回

ま
ち
か
ど
コ
ン
サ
ー
ト

清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

ご
案
内

雇
用
・
能
力
開
発
機
構

職
業
訓
練
生
募
集

徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス
ホ
ー
ム

ゲ
ー
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

吉
野
川
市
の
宝
も
の

　

西
ノ
原
に

は
大
型
古
墳

が
３
基
あ
り

ま
し
た
が
崩

壊
さ
れ
、
１

基
が
残
っ
て

い
ま
す
。
西

ノ
原
か
ら
東
へ
麦
原
、
さ
ら
に

忌
部
山
に
い
た
る
地
域
は
山
川

町
に
お
け
る
古
墳
の
宝
庫
で
す
。

　

こ
の
古
墳
は
、
七
世
紀
前
期

の
円
墳
で
、
玄
室
内
の
壁
が
川

原
石
で
積
ま
れ
て
い
る
の
が
特

徴
（
積
石
式
古
墳
）
で
す
。
古

墳
の
周
囲
は
羨せ

ん
ど
う道

と
と
も
に
大

き
く
取
り
崩
さ
れ
玄
室
内
に
弘

法
大
師
像
を
祀ま

つ

っ
て
あ
り
、
お

参
り
を
す
る
た
め
に
階
段
も
付

い
て
い
ま
す
。
出
土
品
は
明
ら

か
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
れ

ま
で
に
一
度
鉦か

ね

（
た
た
き
鐘
）

の
音
が
し
て
い
た
が
こ
こ
で
行

者
が
定じ

ょ
う
に
入
り
「
た
た
き
鐘
」

が
つ
い
に
聞
こ
え
ぬ
よ
う
に
な

っ
た
と
の
言
い
伝
え
が
あ
り
ま

す
。	

（
山
川
町
史
よ
り
）

吉
野
川
市
指
定
文
化
財

『
西
ノ
原
古
墳
』

（
山
川
町
西
ノ
原
58
番
地
２
）

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
し
わ
し
わ
行
き
よ　

あ
わ
の
道	

松
井　

葉
音
（
西
麻
植
小
学
校
３
年
）
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８月は「電気使用安全月間」です。
［電気コードや差し込みプラグは点検しましょう］

講　座　名 講　師 時　　　間 講　座　名 講　師 時　　　間

10
　回
　コ
　ー
　ス

園芸 住友　昭利 日 10：00～12：00

20
　回
　コ
　ー
　ス

さくら初級長唄三味線 稀音家四郎五郎 月 14：00～16：00
自然の素材を織る 島田ひろみ 月 13：00～17：00 茶道（裏千家） 酒井美千代 月 19：00～21：00
やさしいオカリナ 森見　美子 月 19：30～21：00 陶芸 笠 井 　 享 火 13：00～15：00
編物・手芸 森　　悦子 火 13：00～15：00 日本舞踊（音羽流） 芝 　 幸 恵 火 19：00～21：00
初めてのペン字 矢部　知子 火 10：00～12：00 大正琴 山本　源淑 水 9：00～11：00
しゃべり方教室 宮本　武敏 火 19：00～20：30 やさしいヨーガ 富山　雅代 水 10：00～11：30
ハワイアンダンス 山本　愛子 火 19：30～20：30 藍染め 藤井　和栄 木 9：00～11：00
はじめてのトールペインティング 橋本　真澄 水 13：00～17：00 実用書道 寺内　金子 木 13：00～15：00

かずら工芸 家形笑美子 木
10：00～12：00 パッチワーク・キルト 薩摩　利子 木 14：00～16：00
13：00～15：00 書道入門 沖田　唐谷 木 19：00～21：00

現代水墨画 露口　蘭芳 木 13：30～15：30 民謡 藤本秀森寿 木 19：00～21：00
七宝焼 山田　和子 金 10：00～12：00 夕陽美太極功夫扇 黄 　 　 麗 木 18：50～19：50
童謡・唱歌愛唱歌 伊井須眞子 金 13：30～15：30 32式太極剣 黄 　 　 麗 木 20：00～21：00
楽しい篆刻 射場　少藍 金 19：00～21：00 木目込人形 小林　鳳美 金 10：00～12：00
花で生活を楽しむ 近藤佐起江 土 10：00～12：00 楽しく学びま書 武市　鳴雲 金 19：00～21：00
素敵なビーズアクセサリー 松本加容子 土 10：00～12：00 生け花（未生流笹岡） 岡田　和甫 土 13：30～15：30
短歌 楠本　邦利 土 10：00～12：00 着物着付け 桑田　律子 土 14：00～16：00
いけばな（池坊） 谷本　秀翠 土 10：00～12：00 民謡三味線 藤本秀森幸 土 19：00～21：00
ねんどの花クレイアート 石田百合子 土 13：00～17：00 洋画 下時治郎秀臣 土 19：00～21：00

	

少
年
少
女
の
家
出
を
防
ご
う	

家
出
の
理
由

☆
生
活
リ
ズ
ム
の
変
化
か
ら

　

長
期
の
夏
休
み
期
間
中
に
、
子

ど
も
た
ち
は
地
域
社
会
の
中
で
貴

重
な
体
験
を
し
ま
す
。
と
こ
ろ

が
、
夏
祭
り
な
ど
の
特
別
な
催
し

事
で
、
夜
更
か
し
や
朝
寝
坊
を
し

て
、
生
活
の
リ
ズ
ム
が
乱
れ
が
ち

で
す
。

　
「
友
達
と
も
っ
と
遊
ん
で
い
た

い
」「
も
っ
と
自
由
な
時
間
が
欲

し
い
」
と
い
っ
た
欲
求
か
ら
、
休

み
明
け
の
時
期
に
は
、
家
出
を
し

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

☆
「
自
我
の
目
覚
め
」
や
「
自
立

心
の
芽
生
え
」
か
ら

　

あ
る
日
突
然
、
子
ど
も
の
態
度

や
言
葉
に
反
発
が
表
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
自
我
の
目
覚

め
か
ら
、
自
立
心
の
高
ま
り
と
と

も
に
、
親
へ
の
批
判
的
態
度
が
生

ま
れ
る
か
ら
で
す
。
こ
の
よ
う
な

こ
と
が
原
因
と
な
っ
て
家
出
を
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

☆
現
実
逃
避
の
形
態
と
し
て

　
「
宿
題
が
で
き
て
い
な
い
」「
勉

強
を
す
る
の
が
い
や
だ
」
と
い
っ

た
、
現
実
か
ら
の
逃
避
の
一
つ
の

形
態
と
し
て
、
家
出
や
無
断
外
泊

を
す
る
子
ど
も
が
い
ま
す
。

	

家
出
・
無
断
外
泊
を
防
ぐ
た
め
に	

☆
家
庭
で
は
子
ど
も
の
成
長
を
少

し
ず
つ
認
め
ま
し
ょ
う

○
家
庭
内
で
の
不
安
や
不
満
を
解

消
で
き
る
よ
う
に
、
ま
ず
は
じ
っ

く
り
と
子
ど
も
の
話
を
聞
い
て
あ

げ
る
。

○
子
ど
も
の
良
さ
を
認
め
、
そ
れ

を
言
葉
に
出
し
て
伝
え
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

吉
野
川
警
察
署	

☎
25-

６
１
１
０

鴨
島
町
交
番	

☎
24-

２
３
３
１

○
平
成
25
年
度
前
期
講
座
作
品
展

発
表
会
の
お
知
ら
せ

▼
作
品
展

と
き　

９
月
14
日
㈯
～
16
日
㈪

午
前
９
時
～
午
後
５
時

	

（
16
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

▼
発
表
会

と
き　

９
月
22
日
㈰

	

午
前
９
時
～
午
後
５
時

○
平
成
25
年
度
後
期
講
座
案
内

受
講
期
間

平
成
25
年
10
月
６
日
㈰
～

	

平
成
26
年
３
月
８
日
㈯

申
込
期
間

８
月
26
日
㈪
～
９
月
22
日
㈰

	

午
前
９
時
～
午
後
５
時

受
付
場
所　

吉
野
川
市
文
化
研
修

セ
ン
タ
ー
事
務
室

※
各
種
講
座
に
つ
い
て
は
下
記
の

表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
平
成
25
年
度
第
４
回
吉
野
川
市

歌
人
ク
ラ
ブ
短
歌
大
会
作
品
募
集

と
き　

11
月
10
日
㈰

	

午
前
10
時
～
午
後
３
時
30
分

と
こ
ろ　

吉
野
川
市
文
化
研
修
セ

ン
タ
ー
ホ
ー
ル

参
加
費

１
０
０
０
円
（
昼
食
を
含
む
）

５
０
０
円
（
昼
食
不
要
・
作
品
の

み
参
加
の
方
）

申
込
期
間

８
月
24
日
㈯
～
９
月
14
日
㈯
必
着

申
込
先　

〒
７
７
６‒

０
０
１
０

吉
野
川
市
鴨
島
町
鴨
島
６
９
６‒

１
４　

吉
野
川
市
文
化
協
会
事
務

局○
吉
野
川
市
文
化
協
会
シ
ン
ボ
ル

マ
ー
ク
募
集

応
募
期
間

８
月
20
日
㈫
～
11
月
30
日
㈯

応
募
資
格　

吉
野
川
市
在
住
ま
た

は
出
身
の
方
、
も
し
く
は
吉
野
川

市
に
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
方

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー

	

☎
22-

０
０
１
５

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー
通
信

吉
野
川
警
察
署
だ
よ
り

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
毎
日
の　

慣
れ
た
道
で
も　

落
と
し
穴	

唐
木　

航
暉
（
知
恵
島
小
学
校
６
年
）

18
2013年（平成25年）8月14日

広報よしのがわ



８月は「電気使用安全月間」です。
［電気は無駄なく上手に使いましょう］

	

イ
ベ
ン
ト
案
内	

○
講
演
会
「
激
動
の
時
代
を
生
き

抜
く
実
践
知
」

講
師　

中
桐
万
里
子　

氏
	

（
二
宮
金
次
郎
七
代
目
子
孫
）

と
き　

８
月
27
日
㈫

開
場　

午
後
６
時
30
分

開
演　

午
後
７
時
～
８
時
30
分

入
場
料　

１
０
０
０
円

	

（
当
日
１
５
０
０
円
）

※
高
校
生
以
下
は
無
料

　

チ
ケ
ッ
ト
は
鴨
島
公
民
館
へ

○
第
１
回
麻
の
音
ま
つ
り

～
は
じ
ま
り
は
…
い
ろ
は
～

第
１
部

活
動
グ
ル
ー
プ
「
太
鼓
一
家
」
の

演
奏

グ
ル
ー
プ
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ａ
Ｂ
Ｅ
＆
た
け

の
こ
ク
ラ
ブ
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
企
画

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
メ
ン
バ
ー
「
い

ろ
は
」
で
の
演
奏

第
２
部

和
太
鼓
奏
者　

内
藤
哲
郎
と
篠
笛

奏
者　

武
田
朋
子
の
デ
ュ
オ

「
朋と

も

郎ろ
う

」
に
よ
る
演
奏

と
き　

９
月
１
日
㈰

　
　
　
　

開
場　

午
後
１
時
30
分

　
　
　
　

開
演　

午
後
２
時

入
場
料　

一
般
２
０
０
０
円
、
高

校
生
以
下
１
０
０
０
円
（
当
日
は

そ
れ
ぞ
れ
５
０
０
円
増
）

※
第
１
回
麻
の
音
ま
つ
り
の
問
い

合
わ
せ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

太
鼓
の
楽
校

☎
０
９
０-

３
７
８
９-

５
７
１
９

	

中
西

○
第
１
回
介
護
医
療
講
演
会

「
寝
た
き
り
に
な
ら
な
い
た
め
に
」

講
師　

吉
野
川
市
医
師
会

	

会
長　

岡
田
哲　

氏

と
き　

９
月
26
日
㈭

	
午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

	

講
座
案
内	

○
子
ど
も
え
い
が
会

と
き　

８
月
24
日
㈯

	
午
前
10
時
30
分

○
歴
史　
「
粟
島
」
の
現
地
研
修

と
き　

９
月
４
日
㈬	

午
前
９
時

※
要
申
し
込
み

※
保
険
代
１
０
０
円
必
要

○
や
さ
し
い
介
護　

成
年
後
見
制

度
に
つ
い
て

と
き　

９
月
４
日
㈬

	

午
後
１
時
30
分

○
身
近
な
く
ら
し
の
法
律
知
識　

相
続
の
基
礎
的
な
法
律
知
識

と
き　

９
月
11
日
㈬

	

午
後
１
時
30
分

○
元
気
づ
く
り
体
操　

認
知
症
予

防　

楽
し
い
脳
体
操

と
き　

９
月
19
日
㈭	

午
後
２
時

○
出
前
講
座
（
申
し
込
み
不
要
、

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。）

①
演
題
「
英
語
の
語
源
」

と
き　

８
月
28
日
㈬

	

午
前
10
時
～
11
時

②
演
題
「
ス
ト
レ
ス
と
上
手
に
付

き
合
う
」

と
き　

９
月
11
日
㈬

	

午
前
10
時
～
11
時

	

新
講
座
生
募
集	

○
木
目
込
人
形
教
室

と
き　

９
月
４
日
㈬
、
７
日
㈯
、

18
日
㈬
、
29
日
㈰
の
計
４
回

	

午
後
２
時
～
４
時

講
師　

小
林
鳳
美　

氏

参
加
費　

無
料（
材
料
費
が
必
要
）

○
ソ
ー
プ
カ
ー
ビ
ン
グ
ｄ
ｅ
ア
レ

ン
ジ
メ
ン
ト
教
室

講
師　

近
藤
恭
子　

氏

と
き　

９
月
12
日
㈭
（
毎
月
第
２

木
曜
日
）	

午
前
10
時
～
正
午

参
加
費　

無
料

	

（
材
料
費
５
０
０
円
）

※
新
講
座
生
募
集
は
要
申
し
込
み

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

鴨
島
公
民
館	
☎
24-
５
１
１
１

℻
2４-
５
１
１
３

▼
「
川
田
和
紙
の
歴
史
展
」

　

阿
波
和
紙
の
原
点
と
も
い
え
る

鴨
島
公
民
館
だ
よ
り

山
川
町
川
田
に
伝
わ
る
和
紙
の
歴

史
に
つ
い
て
、
パ
ネ
ル
や
写
真
の

展
示
を
し
ま
す
。

と
き　

９
月
１
日
㈰
ま
で
の
午
前

９
時
～
午
後
５
時
（
最
終
日
の
み

午
後
４
時
ま
で
）

※
要
入
館
料

▼
「
あ
わ
が
み
探
検
隊
」

　

阿
波
和
紙
に
つ
い
て
、
ク
イ
ズ

に
答
え
た
り
、
和
紙
や
和
紙
の
原

料
を
見
た
り
触
っ
た
り
、
和
紙
の

特
徴
を
知
っ
た
り
と
、
楽
し
く
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

と
き　

８
月
31
日
㈯
ま
で
の
水
、

金
、
土
曜
日　

①
午
前
の
部　

午

前
10
時　

②
午
後
の
部　

午
後
１

時
30
分
（
２
時
間
程
度
）

※
水
曜
日
は
午
前
の
部
の
み
、
８

月
14
日
㈬
～
17
日
㈯
は
休
み

参
加
費　

８
５
０
円
（
入
館
料
含
）

対
象　

小
学
校
３
～
６
年
生

（
小
学
校
２
年
生
以
下
は
保
護
者

の
方
同
伴
で
お
願
い
し
ま
す
）

※
予
約
が
必
要
で
す
。
事
前
に
氏

名
、
参
加
人
数
、
参
加
希
望
日
時

を
お
電
話
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ

㈶
阿
波
和
紙
伝
統
産
業
会
館

	

☎
42-

６
１
２
０

阿
波
和
紙
伝
統
産
業

会
館
だ
よ
り

　熱
中
症
に
ご
注
意
を
！

　

熱
中
症
の
発
生
は
７
～
８
月
が

ピ
ー
ク
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、

熱
中
症
は
適
切
な
予
防
を
す
れ
ば

防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

熱
中
症
は
、
高
温
多
湿
な
環
境

下
で
、
体
内
の
水
分
や
塩
分
の
バ

ラ
ン
ス
が
崩
れ
た
り
体
温
調
節
機

能
が
う
ま
く
働
か
な
か
っ
た
り
す

る
こ
と
が
原
因
で
発
生
し
ま
す
。

　

症
状
と
し
て
は
、
筋
肉
痛
や
大

量
の
発
汗
、
さ
ら
に
は
吐
き
気
や

倦け
ん
た
い怠
感
な
ど
の
症
状
が
現
れ
、
重

症
に
な
る
と
意
識
障
害
な
ど
を
起

こ
し
ま
す
。

　

予
防
に
は
、『
水
分
補
給
』と『
暑

さ
を
避
け
る
こ
と
』が
大
切
で
す
。

の
ど
の
渇
き
を
感
じ
な
く
て
も
、

こ
ま
め
な
水
分
・
塩
分
補
給
を
心

掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
扇
風
機
や
エ
ア
コ
ン
を

使
っ
た
温
度
調
節
な
ど
、
室
温
が

上
が
り
に
く
い
環
境
の
確
保
に
も

努
め
、
外
出
す
る
際
に
は
日
傘
や

帽
子
を
使
用
し
、
日
陰
な
ど
で
休

憩
を
と
り
な
が
ら
無
理
の
な
い
行

動
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

９
月
号
は｢

夏
バ
テ
と
食
中
毒

の
関
係｣

に
つ
い
て
掲
載
し
ま
す
。

今
月
の
健
康

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
な
れ
た
み
ち　

さ
ゆ
う
か
く
に
ん　

わ
す
れ
ず
に	

中
尾　

悠
花
（
川
島
小
学
校
１
年
）
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１
カ
月
分
を
後
納
す
る
こ
と
に
よ

り
増
額
さ
れ
る
年
金
額
の
目
安
は
、

年
額
約
１
６
３
８
円（
平
成
25
年
度
）

で
す
。

　

な
お
、
申
し
込
み
日
時
点
の
年
度

か
ら
３
年
度
以
前
の
保
険
料
に
つ
い

て
は
、
加
算
額
が
つ
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
後
納
制
度
の
利
用
が
可
能

と
思
わ
れ
る
方
に
、
平
成
24
年
８
月

か
ら
「
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
可

能
期
間
延
長
の
お
知
ら
せ
」
を
順
次

お
送
り
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

徳
島
北
年
金
事
務
所

☎
０
８
８
（
６
５
５
）
０
９
１
１

市
国
保
年
金
課　

国
民
年
金
係	

☎
22-

２
２
１
３

　

電
話
に
よ
る
事
前
予
約
を
行
っ
て

い
ま
す
の
で
、
徳
島
県
社
会
保
険
労

務
士
会
ま
た
は
、
国
保
年
金
課
ま
で

お
電
話
く
だ
さ
い
。

　

予
約
の
際
に
、
住
所
、
氏
名
、
生

年
月
日
、
基
礎
年
金
番
号
、
電
話
番

号
・
相
談
内
容
な
ど
に
つ
い
て
確
認

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▽
８
月
22
日
㈭
午
前
10
時
～
午
後

３
時
／
本
館
１
階
相
談
室

▽
９
月
26
日
㈭
午
前
10
時
～
午
後

３
時
／
本
館
１
階
相
談
室

※
基
礎
年
金
番
号
が
分
か
る
も
の
、

印
鑑
、
本
人
確
認
で
き
る
も
の
、
ね

ん
き
ん
定
期
便
な
ど
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

徳
島
県
社
会
保
険
労
務
士
会

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
１
２
０-

９
６
７
９
５
１

市
国
保
年
金
課　

国
民
年
金
係	

☎
22-

２
２
１
３

　

後
納
制
度
と
は
、
時
効
で
納
め

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
国
民
年

金
保
険
料
に
つ
い
て
、
平
成
24
年
10

月
か
ら
平
成
27
年
9
月
ま
で
の
３

年
間
に
限
り
、
過
去
10
年
分
ま
で

納
め
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

　

後
納
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
で
、

年
金
額
が
増
え
た
り
、
納
付
し
た

期
間
が
不
足
し
て
年
金
を
受
給
で

き
な
か
っ
た
方
が
年
金
受
給
資
格

を
得
ら
れ
た
り
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

①
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方
で
、

10
年
以
内
に
未
納
期
間
や
未
加
入

期
間
の
あ
る
方

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
で
①

の
期
間
の
他
、
60
歳
以
降
の
任
意

加
入
中
に
未
納
期
間
が
あ
る
方

③
65
歳
以
上
で
年
金
受
給
資
格
が

無
く
、
①
、
②
の
期
間
が
あ
る
方

※
老
齢
基
礎
年
金
受
給
者
（
繰
上

げ
受
給
者
含
む
）
は
、
対
象
か
ら

除
か
れ
ま
す
。

国
民
年
金
だ
よ
り

後
納
制
度（
国
民
年
金
保
険
料
の
納

期
限
の
延
長
）を
ご
存
じ
で
す
か
？

後
納
制
度
の
ご
利
用
が
可
能
な
方

増
え
る
年
金
額

相
談
日
時
・
場
所

社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る

出
張
年
金
相
談

後
納
制
度
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
（
０
１
１
）
０
５
０

受
付
時
間

月
曜
日　

午
前
８
時
30
分
～
午
後

７
時
（
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
、

翌
日
以
降
の
開
所
日
初
日
に
午
後

７
時
ま
で
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
）

火
～
金
曜
日　

午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分

第
２
土
曜
日　

午
前
９
時
30
分
～

午
後
４
時

（
祝
日
、
12
月
29
日
～
１
月
３
日
は

ご
利
用
い
た
だ
け
ま
せ
ん
）

　

協
議
会
で
は
、
人
権
を
尊
重
す

る
町
や
社
会
づ
く
り
の
た
め
に
、
お

互
い
の
人
権
感
覚
を
磨
き
あ
う
活

動
を
続
け
て
い
ま
す
。
中
で
も
「
自

治
会
別
話
し
合
い
」
や
「
人
権
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
は
、
人
権
問
題
啓
発

の
中
心
と
な
る
活
動
と
し
て
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
「
自
治
会
別
話
し
合
い
」
は
、
鴨

島
地
区
59
自
治
会
を
３
ブ
ロ
ッ
ク
に

分
け
て
、
本
年
度
か
ら
３
カ
年
計

画
で
取
り
組
み
ま
す
。
本
年
度
も

人
権
学
習
啓
発
ビ
デ
オ
を
基
に
し

て
話
し
合
い
を
実
施
す
る
計
画
で

す
。
隣
人
同
士
が
膝
を
交
え
て
お

互
い
に
人
権
問
題
に
つ
い
て
語
り
合

う
中
で
、
差
別
を
な
く
し
、
人
権
が

尊
重
さ
れ
る
住
み
よ
い
地
域
社
会

を
実
現
さ
れ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

　
「
人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
は
、

例
年
、
鴨
島
小
学
校
体
育
館
を
会

場
に
開
催
（
本
年
度
は
12
月
１
日

㈰
に
予
定
）
さ
れ
、
幼
稚
園
・
小
学

校
の
保
護
者
を
は
じ
め
多
く
の
地

域
住
民
の
方
が
集
う
場
に
な
っ
て
い

人
権
と
ぴ
っ
く
す

ま
す
。
こ
こ
で
は
、
幼
稚
園
・
小
学

校
の
人
権
問
題
学
習
へ
の
取
り
組
み

の
成
果
を
劇
や
音
楽
で
発
表
し
ま

す
。
さ
ら
に
、
各
種
団
体
の
人
権

問
題
へ
の
取
り
組
み
が
発
表
さ
れ
ま

す
。こ
の
よ
う
に「
人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
は
、
人
権
教
育
や
啓
発
、
意

識
の
高
揚
を
は
か
る
大
切
な
場
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
度
は
徳
島
県
で
開

催
さ
れ
る
第
65
回
全
国
人
権
・
同

和
教
育
研
究
大
会
に
参
加
し
、
よ

り
人
権
意
識
の
高
揚
に
努
め
、
問

題
解
決
の
た
め
の
学
習
や
研
修
の

機
会
と
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

本
協
議
会
は
こ
れ
か
ら
も
多
く

の
機
会
を
設
け
て
、
人
権
問
題
へ
の

啓
発
を
続
け
て
い
き
ま
す
の
で
、
今

後
も
本
協
議
会
の
活
動
に
ご
支
援

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

記
事
に
関
す
る
ご
意
見
・
ご
感
想
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

市
人
権
課　
　

☎
22-

２
２
２
９

「
互
い
の
人
権
感
覚
を

　
　
　
　
　
　磨
き
あ
う
」

―
鴨
島
地
区
人
権
教
育
推
進
協
議
会
―

鴨島地区人権フェスティバル
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●問い合わせ　市健康推進課　☎22-2268

麻しん風しん混合（ＭＲ）予防接種は済みましたか
　予防接種は、病気にかからないように、また、かかっても軽くすむように、免疫をつけるために
行うものです。
　平成19年に、10代および20代を中心とした年齢層で麻しん（はしか）が大流行し、高校や大学
において休校などの措置がとられるなど大きな混乱が生じました。麻しんの流行を起こさないため
には、予防接種が大切です。
  その主な原因として、予防接種を受けていない人や、受けても十分な免疫を保有していない人が、
集団での生活を行っていたためだといわれています。
　接種率が95パーセント以上になると、地域での流行も阻止されるといわれています。また、接種
することで本人の予防になるばかりでなく、他への感染も予防できます。
　今年は、風しんが大流行しています。もし、妊娠早期にかかると、先天性風しん症候群と呼ばれ
る病気になり、心臓病、白内障、聴力障害などの障害を持った赤ちゃんが生まれる可能性があります。
予防のためには、予防接種を受けることが大切です。

麻しん風しん（ＭＲ）１期：生後12カ月から24カ月になる前日までに１回接種
　対象の方は、吉野川市予防接種予診票つづりの中に予診票が入っています。

麻しん風しん（ＭＲ）２期：小学校就学１年前（幼稚園年長に相当）の方で、接種期間は、
平成25年４月１日から平成26年３月31日まで
　対象の方は、平成25年３月末に通知書および予診票を送付しています。

※予診票を紛失された方は、健康推進課（本館１階）までご連絡ください。
※期間を過ぎると任意接種になり、全額自己負担（約１万円）となりますので、接種が終わってい
　ない方はできるだけ早く接種しましょう。

対　象　者

　

本
集
会
所
は
、
子
ど
も
た
ち
が

日
々
楽
し
く
集
い
交
流
す
る
場
と
し

て
、
ま
た
、
地
域
の
人
権
啓
発
拠
点

と
し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い

ま
す
。
毎
週
火
・
木
・
金
曜
日
に
は
、

園
児
や
小
中
学
生
を
対
象
に
人
権

学
習
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
学
習
会

で
は
、
差
別
を
な
く
し
て
い
く
た
め

の
人
権
教
育
や
教
科
学
習
、
行
事
の

計
画
や
準
備
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
特

色
あ
る
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

▼
一
泊
研
修
・
県
外
研
修

　

７
月
に
牟
岐
少
年
自
然
の
家
に
行

き
、
自
然
と
触
れ
合
っ
た
り
、
夜
は

保
護
者
や
地
域
の
方
と
一
緒
に
人
権

学
習
を
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
８
月

に
は
県
外
に
出
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
人

権
問
題
を
学
ん
で
い
ま
す
。

▼
西
麻
植
会
館
祭
で
の
発
表

　

12
月
の
西
麻
植
会
館
祭
で
は
、
毎

月
実
施
し
て
い
る
書
道
教
室
の
作
品

を
出
品
す
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
た

ち
が
学
ん
だ
こ
と
を
発
表
し
て
い
ま

す
。
昨
年
度
は
「
人
権
学
習
会
の
取

り
組
み
」
を
発
表
し
、
人
権
学
習
会

の
活
動
目
的
や
１
年
間
の
活
動
内
容

を
紹
介
し
ま
し
た
。
大
勢
の
人
に
、

人
権
を
守
る
こ
と
の
大
切
さ
が
伝
わ

る
よ
う
に
心
を
込
め
て
発
表
し
ま
し

た
。

▼
教
育
集
会
所
ま
つ
り

　

２
月
に
は
、
人
権
学
習
会
の
子
ど

も
た
ち
が
中
心
と
な
っ
て
、
集
会
所

ま
つ
り
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の

行
事
は
、「
だ
れ
も
が
集
ま
る
教
育

集
会
所
に
し
た
い
」「
も
っ
と
学
習
会

の
こ
と
を
知
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う

純
粋
な
子
ど
も
た
ち
の
願
い
か
ら
始

ま
り
、
今
年
で
14
回
目
を
迎
え
ま
し

た
。
毎
年
多
く
の
子
ど
も
た
ち
や
地

域
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
ま
で
、
教
育
集
会
所
の
ほ
ん

の
一
部
の
活
動
を
紹
介
し
ま
し
た
が
、

子
ど
も
た
ち
は
日
々
集
会
所
で
の
活

動
を
基
盤
に
人
権
の
大
切
さ
を
学
ん

で
い
ま
す
。「
人
を
人
と
し
て
大
切

に
！
」
の
言
葉
を
胸
に
、
差
別
解
消

に
向
け
て
一
歩
ず
つ
着
実
に
歩
ん
で

い
ま
す
。

記
事
に
関
す
る
ご
意
見
・
ご
感
想
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

市
人
権
課　
　

☎
22-

２
２
２
９

「
西
麻
植
人
権
学
習
会
の

　
　
　
　
　
　取
り
組
み
」

―
西
麻
植
教
育
集
会
所
―

教育集会所まつり

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
く
る
ま
き
た　

ス
ト
ッ
プ
か
く
に
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  平成25年６月14日付けで、厚生労働省からヒトパピローマウイルス（子宮頸がん予防）ワクチン接種の積極的な
接種勧奨を差し控えるよう通知がありました。
　「積極的接種勧奨の差し控え」とは、接種の呼びかけを一時中止し、国民に接種を強く求めないというものです。
そのため、現在ワクチンの接種を積極的にはお勧めしていません。
　ただし、定期接種の中止ではないので、接種を希望される対象の方については、定期接種が受けられます。
　接種に当たっては、保護者が有効性とリスクを理解した上で判断し、接種を受けてください。

ヒトパピローマウイルス（子宮頸がん予防）
ワクチンの定期接種の差し控えについて

次のホームページで子宮頸がん予防ワクチンに関する情報を案内しています。

厚生労働省ホームページ　http://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku-kansenshou28/

徳島県ホームページ　http://anshin.pref.tokushima.jp/docs/2013061600018/

ワクチンの効果
　子宮頸がん予防ワクチンは、世界保健機関（WHO）が接種を推奨し、多くの先進国では公的接種とされています。
　子宮頸がん予防ワクチンは、子宮頸がん全体の50～70％の原因とされる２種類（16型・18型）のヒトパピローマウ
イルス（HPV）に予防効果があります。                                       
　16型HPVと18型HPVの感染やがんになる課程の異常（異形成）を90％以上予防できたとの報告があり、これに引
き続いて起こる子宮頸がんの予防効果が期待されています。

ワクチン接種についてのリスク
　比較的軽度の副反応は、一定の頻度で起こることが知られてます。
　ワクチン接種後に見られる主な副反応としては、発熱や接種した部位の痛み・腫れ、注射の痛み・恐怖・興奮などを
きっかけとした失神があります。
　まれに重い副反応もありますが、副反応については、接種との因果関係を問わず報告を集め、定期的に専門家
が分析・評価しています。
　現在、因果関係は不明ながら、持続的な痛みを訴える重篤な副反応が報告されており、その発生頻度などについて
調査中です。なお、これまでに報告のあったその他の重い副反応については、アナフィラキシー（約96万接種に
１回）、ギラン・バレー症候群（約430万接種に１回）、急性散在性脳炎などの神経の病気（約430万接種に１回）があげ
られます（これらの報告には、ワクチン接種と関係ないと思われる報告も含まれます）。

ワクチン接種後の注意
　ワクチン接種後に体調の変化があった場合には、すぐに医師に相談してください。
　注射針を刺した直後から、強い痛みやしびれが生じた場合は、すぐに申し出てください。また、ワクチン接種後に注
射による痛みなどをきっかけとして失神することもありますので、接種後30分程度は椅子に座るなどして様子を見る
ようにしてください。予防接種当日は、激しい運動や入浴は避け、接種部位を清潔に保ち、体調管理をしっかり行って
ください。
　副反応により、医療機関での治療が必要になった場合には、健康推進課（本館１階）へご相談ください。

●問い合わせ　市健康推進課　☎22-2268
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皆さんは、日々の生活の中で体を動かす機会はありますか？
「関節に痛みがあるから」、「運動のやり方が分からない」、「体が硬く運動が苦手」などの理由から運動を
あきらめていませんか？
そんな皆さんも、運動教室に参加して専門の先生に教わりながら、楽しく運動してみましょう！
日程は次のとおりですので、気軽にご参加ください。

プロの先生
方に学ぶ！

参加費
無料★

運動教室のお知らせ

●受付時間：午後１時～１時30分（終了は午後３時の予定です）

ご家族やお友達をお誘いのうえ、ぜひご参加ください。

①準備する物：運動ができる服装・運動靴・フェイスタオル・バスタオル（１枚ずつ）
　　　　　　 お茶・水（水分補給用）
②参加希望の方は、各日程の１週間前までに電話でお申し込みください。

③生活習慣病および膝・腰などの治療をされている方は、事前にかかりつけ医にご相談くだ
さい。

申込先：吉野川市役所　国保年金課　保健事業係　☎２２－２２１３

膝・肩・腰に痛みがある方必見！

～無理なくゆっくり体を動かす教室～
講師：鴨島病院理学療法士

★おためしスローコース★

～お腹まわりスッキリ！！運動教室～
楽しく運動を生活に取り入れ、お腹まわりのシェイプアップや気分
転換したい方など気軽にご参加ください。

講師：健康運動指導士　深田　比加里　氏

★わかっちゃいるけどやめられないコース★

注意事項

鴨島老人福祉センター 4日（金） 6日（金） 7日（金）
おためし
スローコース

アメニティセンター（山川） 1日（金） 10日（金） 7日（金）

鴨島老人福祉センター 28日（木） 23日（木） 27日（木）わかっちゃい
るけどやめら
れないコース アメニティセンター（山川） 24日（木） 26日（木） 27日（木）

実施場所 10月 11月 12月 1月 2月 3月

楽しく運動を生活に取り入れ、お腹まわりのシェイプアップや気分

●問い合わせ　市国保年金課  保健事業係　☎22-2213
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平成25年度 介護予防サポーター養成講座

介護予防サポーター募集!!
〜みんなで一緒に介護予防!!〜

　介護予防サポーターは地域の介護予防活動の中心となるボランティアです。今年度も、介
護予防に取り組むための『介護予防サポーター養成講座』を開催します。介護予防のために
必要なことを学び、自分のできる範囲で仲間と一緒に取り組んでみませんか。
　受講修了後は、介護予防サポーター（介護予防のボランティア）として、地域での介護予
防のために活動できます。たくさんの方のご参加をお待ちしています。

講 座 名　　介護予防サポーター養成講座

対 象 者 吉野川市に住民登録がある方（年齢制限はありません）

日 程･内 容 下記日程のとおり
（３回実施の全日程にご参加ください）

実 施 場 所 吉野川市役所（本館３階）大会議室
参 加 費 無料
募 集 人 数 30人
募 集 期 限 ９月13日（金）

●問い合わせ・申し込み　市介護保険課　☎22-2265

実 施 日 時 講　　座　　内　　容

９月30日（月）
午後１時30分

〜３時30分

◆開講式
◆なぜ、地域で介護予防が必要か
◆高齢者のからだの特徴（保健師）
◆介護予防体操①（理学療法士）
　〜ストレッチ体操・貯筋体操〜

10月16日（水）
午後１時30分

〜３時50分

◆介護予防体操②（理学療法士）
　〜ボール・タオル・チューブを使って〜
◆認知症予防について（作業療法士）
　〜遊びリテーションを含む予防方法〜 

11月６日（水）
午後１時30分

〜３時30分

◆介護予防サポーターの役割を考えよう
　〜自分たちが地域でできること(グループﾜーｸ) 〜
◆閉講式

※準備物：筆記用具、タオル、お茶・水（水分補給用）
　　　　  （チューブ、ボールの準備は必要ありません）
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9月の行事予定

※お誕生会　対象：9月生まれのおともだち

■吉野川市立保育所見学ツアー（鴨島編）

＊申し込みが必要です。9月生まれのお子さんは、前日までに申し込んで
ください。該当児以外でも、一緒に楽しめます。

ちびっこドームフェスティバル（１０月２６日）にて
ちびっこドームソングを歌ってくれるお友だちを大募集！
対象：３歳～小学２年生　　参加費：無料
※応募者多数の場合、オーディションをします。
　詳細はちびっこドームにお尋ねください。
　２０日（金）までに申し込んでください。

30日　育児相談
講師：特定非営利活動法人  こどもの発達研究室きりん
　　　保育士  幸田  恵先生

♪Let’s Enjoy English ～親子で英語を楽しもう～
対象：3歳～未就学児
＊申し込みが必要です。6日（金）から受け付けを開始します。

●こどもカメラマンの親子撮影会
撮影：とくしまのこどもカメラマン　下塚  潤一さん
自然な笑顔を写してくれる！素敵な写真を残しませんか?
親子で一緒の大切な思い出写真を撮っていただきます。
※申し込みが必要です。6日（金）から受け付けを開始します。
※後日、撮影した写真を一枚プレゼントしてくれます。

バスに乗って保育所へ行き、施設内を見学させて貰います♪
行き先：鴨島西保育所→鴨島呉郷保育所→鴨島東保育所
※申し込みが必要です。9日（月）から受け付けを開始します。

先着15組

先着７組

先着20組 先着15組

先着15組
（一組につき2名）

先着10組

☆赤ちゃんヨガ&マッサージ
対象：0ヶ月～6ヶ月（１0：00～） 7ヶ月～歩くまで（11：00～）
参加費：１００円（当日集金します）
持参物：バスタオル１枚・フェイスタオル２枚・お茶やミルク
　　　（水分補給）・オムツを外すための防水シート
＊お母さんは動きやすい服装で来てください。
＊申し込みが必要です。3日（火）から受け付けを開始します。

△敬老の日のプレゼント作り
参加費：100円（当日集金します）
＊2日（月）から受け付けを開始します。

吉野川市子育て支援センター
●開館日：月曜日～金曜日　午前9時～午後5時
●場　所：旧阿麻名郡連事務所
●問い合わせ：TEL 25－6616  FAX 25－6617
● E-mail：kosodateshien-c@city.yoshinogawa.lg.jp

◇アーティフィシャルフラワーアレンジメント
※アーティフィシャル（造花）を使ってのアレンジメントです。
講師：糸木  真理子さん　参加費：1,000円
＊申し込みが必要です。9日（月）から受け付けを開始します。

10
絵本の読み聞かせ
（10：30～11：00）
講師：読み聞かせ
　　　グループかぶとむし

11　☆予約制
敬老の日の
プレゼント作り

(10:30～11:00)

12　☆予約制
赤ちゃんヨガ&マッサージ
（10：00～・11：00～）
講師：安部陽子さん
　    井内真理子さん
身体測定

13
ほっこり♥
カフェタイム
（14：00～15：00）

9
ゆきこおばちゃんと遊ぼう!
（10：30～11：00）
講師：後藤田幸子さん
＊アーティフィシャルフラワー
　アレンジメント受付開始
＊保育所見学ツアー受付開始

17　☆予約制
こどもカメラマン
の親子撮影会
（10：00～12：00）
☆予約制
Let’s Enjoy English
～親子で英語を楽しもう～
（16：00～16：30）
講師：筑木純子さん

18　☆予約制
アーティフィシャル
フラワーアレンジ
メント
（10：30～11：30）

19　☆予約制
吉野川市立保育所
見学ツアー
（鴨島編）
（10：00～12：00）

身体測定

20
自由遊び

16
敬老の日

24
リトミックであそぼう♪
（10：30～11：00）
講師：市原恭子さん
         ひろとお兄ちゃん

25　☆予約制
お誕生会
（10：30～11：00）
講師：お話グループ

みるく

26
身体測定

27
ほっこり♥
カフェタイム
（14：00～15：00）

23
秋分の日

30
育児相談
（10：00～12：00）

3
自由遊び

＊赤ちゃんヨガ受付開始

4
自由遊び

5
子育て何でも相談
(10:30～11:30)
家庭相談員がお聞きします
身体測定

6
自由遊び

＊親子撮影会受付開始
＊英語受付開始

2
自由遊び

＊敬老の日のプレゼント
　作り受付開始

14

21

28

30

7

8

15

22

29

1

火 水 木 金月 土日

行事は都合で変更する場合があります。申し込みが必要な行事については、
吉野川市内在住の方に限ります。電話での申し込みも可能です。

行事の時の自由遊びはできません。

広報よしのがわ７月号の訂正 ちびっこドーム８月の行事予定の左下欄「フルート・ピアノアンサンブル♪」
の開催日を『31日』と掲載しましたが、正しくは『30日』です。

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
ち
ょ
っ
と
ま
て　

左
右
確
認　

だ
い
じ
ょ
う
ぶ	

原　
　

歩
未
（
鴨
島
東
中
学
校
２
年
）
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7月・8月の介護予防教室

●問い合わせ　市介護保険課　介護予防係　☎22-2265

☆平日／17時〜23時  ☆休日／8時〜23時  ☆○印は、休日診療日
☆吉野川市ホームページにも「夜間・休日当番医」の案内があります。
☆日本中央テレビ、ケーブルネットおえの2チャンネルでも放送しています。
☆変更になる場合がありますので、当番医または徳島中央広域連合
 （☎26-1190）で必ずご確認のうえ受診してください。
☆問い合わせ／市健康推進課　☎22-2268

8月 9月 医　院　名 電話番号
14 � 石 原 小 児 科 24-2388
15 ⑧ 糸田川クリニック 24-7555
16 ⑮ 梶 本 胃 腸 科 内 科 24-2413
17 ⑯ 和 田 耳 鼻 咽 喉 科 24-2566
⑱ 24 かなめ小児科内科クリニック 26-0310
19 � 糸 田 川 眼 科 24-2531
20 � 古本内科クリニック 24-7377
21 美 摩 病 院 24-2957
22 26 松 永 医 院 42-2110
23 四 宮 医 院 25-2016
24 30 木 村 内 科 胃 腸 科 24-6413
� 25 あ お ぞ ら 内 科 22-1311
26 27 杉 山 医 院 25-2802
27 28 矢 田 医 院 25-2006
28 渡 辺 医 院 24-7177

8月 9月 医　院　名 電話番号
29 谷 医 院 42-2353
30 鈴 木 内 科 ( 敷 地 ) 24-5880
31 阿 部 整 形 外 科 24-4880

① 知恵島皮膚科診療所 36-9012
2 鈴 木 内 科 ( 喜 来 ) 24-3413
3 岸 整 形 外 科 25-3133
4 鴨 島 病 院 24-6565
5 富 本 医 院 42-3123
6 大 内 整 形 外 科 24-3058
7 工 藤 内 科 医 院 42-3113
9 井 内 内 科 24-3070
10 杏 和 医 院 22-0333
11 中西内科クリニック 42-6755
12 鴨 島 耳 鼻 咽 喉 科 24-8070
13 いぬい産科婦人科クリニック 22-1230

8月 9月 医　院　名 電話番号
14 リバーサイドクリニック岡田 24-8884
17 森 住 内 科 医 院 22-3010
18 グリーン耳鼻咽喉科 24-2488
19 さ く ら 診 療 所 42-5520
20 山下耳鼻咽喉科クリニック 42-7533
21 麻名内科外科クリニック 26-0020

小児救急医療体制
日曜日は当面、麻植協同病院・阿波病院が
かかりつけ患者等の診療を行います。
●麻植協同病院（☎24-2101）
　診療日　　第2・4週の日曜日
　診療時間　９時〜17時30分
●阿波病院（☎36-5151）
　診療日　　第1・3・5週の日曜日
　診療時間　直接問い合わせてください

8月・9月

8

月

日 曜日 時　　間 場　　　所 地区 内　　　容

19 月
9:30～10:30 山瀬地区公民館 山 川

健

康

チ

ェ

ッ

ク

栄 養 の お 話
13:30～14:30 立石公会堂 川 島 口腔 (こうくう) ケア

20 火 13:30～14:30 湯立会館 山 川 楽 し い 脳 体 操
21 水 13:30～14:30 中枝老人憩の家 美 郷 口 腔 ケ ア
22 木 9:30～10:30 東児島老人憩の家 川 島 介 護 予 防 体 操

23 金
9:30～10:30 鍛冶屋敷公会堂 川 島 栄 養 の お 話

13:30～14:30 上谷集落センター 美 郷 介 護 予 防 体 操
26 月 9:30～10:30 城戸下浦高開集落センター 美 郷 口 腔 ケ ア

27 火
9:30～10:30 三山老人憩の家 美 郷 栄 養 の お 話
9:30～10:30 喜来老人憩の家 鴨 島 口 腔 ケ ア

28 水 13:30～14:30 知恵島地区公民館 鴨 島 口 腔 ケ ア

9

月

日 曜日 時　　間 場　　　所 地区 内　　　容
2 月 9:30～10:30 南町集会所 山 川

健
康
チ
ェ
ッ
ク

楽 し い 脳 体 操
5 木 9:30～10:30 忌部農業構造改善センター 山 川 楽 し い 脳 体 操

10 火 9:30～10:30 川島老人福祉センター 川 島 楽 し い 脳 体 操
11 水 9:30～10:30 川島公民館久保田分館 川 島 楽 し い 脳 体 操
12 木 9:00～11:00 西麻植地区公民館 鴨 島 口 腔 ケ ア
13 金 9:30～10:30 三ッ島西公会堂 川 島 口 腔 ケ ア

8月・9月の介護予防教室

※健康手帳をご持参ください。
※資料がある場合があります。眼鏡が必要な方はご持参ください。
※健康チェックの受付時間は、基本的に開始時刻から30分間です。

夜間・休日在宅当番医表

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
近
く
て
も　

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は　

命
綱	

河
野　

真
奈
（
鴨
島
第
一
中
学
校
１
年
）
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「
聞
か
な
い
マ
ス
コ
ミ
答
え
な
い

政
治
家
」	

池
上
彰　

著

「
深
海
の
夜
景
」	

森
村
誠
一　

著

「
冬
の
旅
」	

辻
原
登　

著

【
児
童
書
】

「
あ
め
あ
め
ふ
れ
ふ
れ
ね
ず
み
く

ん
」	

上
野
紀
子　

著

「
は
み
が
き
さ
ん
」

	

せ
な
け
い
こ　

著

「
ま
ま
み
て
て
」	

宮
西
達
也　

著

「
カ
エ
ル
の
お
で
か
け
」

	

高
畠
那
生　

著

◆
開
室
時
間　

午
前
９
時
～
午
後

５
時
（
正
午
～
午
後
１
時
ま
で
閉

室
し
ま
す
）

◆
８
月
、
９
月
の
休
館
日

	

木
曜
日

●
山
川
図
書
館
の
県
立
図
書
館
協

力
車
巡
回
日
／
毎
週
金
曜
日

　

長
い
長
い
夏
休
み
も
半
分
が
過

ぎ
ま
し
た
。
事
件
や
事
故
に
巻
き

込
ま
れ
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け

て
、
残
り
の
夏
休
み
も
楽
し
く
過

ご
し
元
気
に
二
学
期
を
迎
え
ま

し
ょ
う
。

	

午
後
２
時
～
２
時
30
分

◆
開
室
時
間

	

午
前
10
時
～
午
後
６
時

◆
８
月
、
９
月
の
休
室
日

	

火
曜
日
、
祝
日

◆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
よ

み
っ
こ
★
か
～
も
」
に
よ
る
絵
本

の
よ
み
き
か
せ
の
会

毎
月
第
２
土
曜
日
午
前
10
時
30
分

／
鴨
島
公
民
館
２
階
和
室
／
絵
本

の
よ
み
き
か
せ
、
紙
芝
居
、
エ
プ

ロ
ン
シ
ア
タ
ー
な
ど

◆
新
刊
案
内

【
一
般
書
】

「
復
活
す
る
は
わ
れ
に
あ
り
」

	

山
田
正
紀　

著

「
ラ
イ
フ
ル
バ
ー
ド
」

	

深
見　

真　

著

「
海
の
イ
カ
ロ
ス
」

	

大
門
剛
明　

著

「
浮
か
ぶ
瀬
も
あ
れ
」

	

白
川
道　

著

「
風
屋
敷
の
告
白
」

	

藤
田
宜
永　

著

「
調
律
師
」	

熊
谷
達
也　

著

「
明
日
は
晴
れ
」

	

瀬
戸
内
寂
聴　

著

「
ひ
と
り
で
暮
ら
す
求
め
な
い
生

き
方
」	

香
山
リ
カ　

著

◆
開
館
時
間

	

午
前
10
時
～
午
後
６
時

◆
８
月
、
９
月
の
休
館
日

月
曜
日
、
祝
日
、
振
替
休
日
（
９

月
17
日
㈫
、
９
月
24
日
㈫
）、
月

末
図
書
整
理
日
（
８
月
30
日
㈮
、

９
月
27
日
㈮
）

◆
お
は
な
し
会

９
月
14
日
㈯
午
後
１
時
30
分
か
ら

（
約
30
分
間
）
／
毎
月
第
２
土
曜

日
開
催

◆
子
ど
も
映
画
会

８
月
17
日
㈯
（
モ
リ
ゾ
ー
と
キ
ッ

コ
ロ
）、
８
月
31
日
㈯
（
ア
ニ
メ

学
校
の
怪
談
）、９
月
７
日
㈯
（
く

ま
の
お
い
し
ゃ
さ
ん
）、
９
月
21

日
㈯
（
ふ
し
ぎ
の
国
の
ア
リ
ス
）

	

午
後
２
時
か
ら
約
１
時
間

◆
開
館
時
間

	

午
前
10
時
～
午
後
６
時

◆
８
月
、
９
月
の
休
館
日

水
曜
日
、
祝
日
（
９
月
16
日
㈪
、

９
月
23
日
㈪
）、
月
末
図
書
整
理

日
（
８
月
30
日
㈮
、９
月
30
日
㈪
）

◆
か
る
た
大
会

と
き　

８
月
24
日
㈯

▼
夏
は
危
険
が
い
っ
ぱ
い
！

　

夏
休
み
は
気
が
ゆ
る
み
や
す

く
、
解
放
感
か
ら
子
ど
も
が
非
行

に
走
り
や
す
い
時
期
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
家
庭
や
地
域
で
子
ど
も

た
ち
を
見
守
り
、
夜
遊
び
や
喫
煙

な
ど
非
行
の
兆
し
を
見
逃
さ
な
い

こ
と
が
大
切
で
す
。

▼
子
ど
も
の
生
活
に
関
心
を
も
つ

●
「
う
ち
の
子
は
大
丈
夫
」
な
ど
と

思
わ
ず
、
し
っ
か
り
注
意
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

●
子
ど
も
の
外
出
や
帰
宅
時
間
な

ど
を
把
握
し
、
子
ど
も
が
外
出
す

る
時
は
『
行
き
先
、
誰
と
、
何
を
、

帰
宅
時
間
』
な
ど
を
聞
く
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

●
夜
遅
く
に
出
歩
い
た
り
、
無
断

外
泊
し
た
り
し
て
い
な
い
か
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

●
子
ど
も
が
日
頃
、
誰
と
遊
ん
で
い

る
か
把
握
し
ま
し
ょ
う
。

●
日
頃
か
ら
、
あ
い
さ
つ
や
会
話
な

ど
、
子
ど
も
と
接
す
る
時
間
を
心

掛
け
、
親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

★
子
ど
も
は
地
域
の
宝
物
で
す
。

家
庭
・
地
域
で
非
行
か
ら
青
少
年

を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　

８
月
14
日
㈬
～
16
日
㈮
ま
で
の

３
日
間
、
吉
野
川
市
阿
波
踊
り
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
特
別
街
頭

補
導
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
青
少
年
育
成
補
導
セ
ン
タ
ー

	

☎
25-

６
６
２
０

	

℻
25-

６
６
２
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.tcu.or.jp/

ikuseicenter/

図
書
だ
よ
り

青
少
年
育
成
補
導

山
川
図
書
館　

☎
42-

５
２
２
２

鴨
島
図
書
室（
鴨
島
公
民
館
内
）

　
　
　
　
　
　

☎
24-

５
１
１
１

美
郷
図
書
室

（
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　
　
　

☎
43-

２
８
１
１

川
島
図
書
館　

☎
25-

３
１
４
１

児
童
・
生
徒
の
皆
さ
ん
へ

お
知
ら
せ

非
行
防
止
は

家
庭
や
地
域
か
ら
！

家
庭
で
で
き
る

非
行
防
止
の
ポ
イ
ン
ト
！

そ
だ
て
よ
う　

こ
こ
ろ
の
な
か

の　

や
さ
し
い
は
な

　
　
　

鴨
島
小
学
校

　

武
市　

希
咲

「
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
」み
ん
な
が
い

る
か
ら　

元
気
に
な
れ
る

　
　
　

学
島
小
学
校

　

松
田
帆
乃
華

最
高
だ　

こ
ん
な
仲
間
に　

め

ぐ
ま
れ
て

　
　
　

川
田
中
小
学
校

　

石
川
向
日
葵

（
平
成
24
年
度「
な
か
ま
～
子
ど
も

と
学
ぼ
う
～
」第
７
集
よ
り
抜
粋
）

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
ヘ
ル
メ
ッ
ト　

か
ぶ
れ
ば
安
心　

事
故
防
止	

川
村　
　

舞
（
市
立
川
島
中
学
校
３
年
）
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御六日のお膳

（有）クリーンエンゼル
各種ごみの処理いたします!!

ご一報ください。お見積もり無料です。

吉野川市川島町山田字芝生39番地6

○粗大ごみ取り扱い　○故人遺品整理・片付け
○生活ごみ　○引越ごみ　○事業所ごみ　等々

  広報よしのがわを見たと、
8月末日までにご予約の方

2013年（
平
成
25年

）8月
号

通
巻
107号

発
行
／
吉
野
川
市
　
編
集
／
総
務
部
企
画
財
政
課

〒
776-8611		徳

島
県
吉
野
川
市
鴨
島
町
鴨
島
115-1

TEL	0883-22-2221　
FAX	0883-22-2244　

U
RL		http://w

w
w
.city.yoshinogaw

a.lg.jp/
E-m
ail		m

ail@
city.yoshinogaw

a.lg.jp
再
生
紙
と
大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
。

広
報
よ
し
の
が
わ

広
報
よ
し
の
が
わ
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他
県
で
の
出
来
事
で
す
が
、
先

月
釣
り
人
が
落
雷
の
被
害
に
遭
っ

た
と
い
う
報
道
を
目
に
し
ま
し
た
。

釣
り
を
し
て
い
た
と
こ
ろ
突
然
の

雷
雨
に
見
舞
わ
れ
、
木
の
下
で
雨

宿
り
を
し
て
い
る
と
そ
の
木
に
落

雷
し
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

そ
の
報
道
で
は
、
状
況
か
ら
す

る
と
、
そ
の
木
か
ら
２
メ
ー
ト
ル

以
上
離
れ
て
い
れ
ば
、
落
雷
の
被

害
に
は
遭
っ
て
い
な
か
っ
た
だ
ろ

う
と
伝
え
て
い
ま
し
た
。

　

雨
が
降
れ
ば
雨
宿
り
を
す
る
と

い
う
こ
と
は
、
ご
く
自
然
な
行
動

で
す
。
ま
し
て
落
雷
の
恐
れ
が
あ

る
場
合
な
ど
に
は
、
余
計
に
ど
こ

か
に
隠
れ
た
い
気
持
ち
に
な
る
の

で
、
空
の
見
え
な
い
よ
う
な
場
所

に
行
こ
う
と
し
が
ち
で
す
。
雨
宿

り
の
場
所
に
よ
っ
て
は
、
時
と
し

て
自
ら
を
よ
り
危
険
な
状
況
下
に

置
い
て
し
ま
っ
て
い
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
た
め
て
対
処

方
法
な
ど
を
心
得
て
お
く
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

な
お
、
今
月
号
の
２
～
３
ペ
ー

ジ
に
も
、
同
じ
自
然
災
害
と
し
て

風
水
害
の
備
え
に
つ
い
て
取
り
上

げ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
一
読

く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　
　
（
編
）

編
集
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記
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